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１ 目的 

１.「小型構造物標準図集（以下「図集」という。）」は、兵庫県土木部が事業を実施す

る土木構造物の標準化、規格化を図り、土木工事の設計、積算、施工等における業務の

簡素化及びコスト縮減を図るために定めたものである。 

 

２ 取り扱い 

１.「図集」は、兵庫県土木部の発注機関、兵庫県土木部発注の設計業務等委託の受託者、

並びに兵庫県土木部発注の工事の受注者においてあらかじめ備え付けておくものとし、

その取り扱いは次の各項によるものとする。 

２.「図集」に掲載された土木構造物を設計、積算に採用したときは、その名称、記号等

を設計図書に記入するものとし、「図集」の図面は設計図書に原則添付しない。 

３.「図集」に掲載された土木構造物と「図集」に掲載されていない他の土木構造物との

相互関係を明確にさせる必要があるとき及びその他必要と認めるときは、図面を設計図

書に添付するものとする。 

４．「図集」に掲載されたコンクリート 2 次製品の寸法については、標準的なものを示し

たものであり、特定の製品を指定するものではない。 

また、「図集」に掲載されていないコンクリート二次製品の施工承諾願いを受注者が

提出した場合は、発注機関が形状・規格・必要な強度等を確認し、認めたときに限り使

用できる。 

 

３ 参考図について 

１.「図集」に掲載された参考図の使用にあたっては、主管事業課と協議すること。 

 

４ 注意事項 

１.各々の土木構造物について、設計上の注意事項及び施工上の注意事項を記載している

ので、熟読のうえ誤りのないように使用すること。 

 

５ 適用 

１.「図集」は平成 25 年 12 月 1 日以降に兵庫県土木部が発注する設計業務等委託に適用

する。 

２.「図集」が現場条件等により設計に使用できない場合は「土木構造物標準設計 建設

省制定」及び「コンクリート二次製品 標準図集（案） 平成 12 年 4 月 近畿地方整備局」

を参考とする。 

 

６ 改訂等 

１．法令又は設計基準の改定等により「図集」を改訂するときは発注機関に通知する。通

知を受けた発注機関は「図集」を加除修正のうえ整理一覧表に記録すること。 

２．受託者又は受注者が兵庫県土木部発注の設計業務委託又は工事に着手するときは、必

ず兵庫県ホームページ等にて改訂等について確認すること。 

小型構造物標準図集 加除修正 整理一覧表 
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第１ 章 擁 壁 工 

 

1-1． 設計上の注意事項 

 

1-1-1． コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積み工 

１ ． コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積み工 

( 1)   コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積みは、 直接自動車荷重のかかる 盛土部路肩での適用は行わない。  

 

  ※ただし 、 災害復旧など で兼用護岸や既存のブロ ッ ク 積みを利用する 場合は、 直接輪荷重がかかる

場合でも 使用可と する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( a)  適用不可( 直接輪荷重のかかる 場合)       ( b)  適用可( 直接輪荷重がかから ない場合)   

 

図－１  ブロ ッ ク 積み擁壁の適用基準 

( 2)   コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積みは以下の表 1 のフロ ーによ り 選定する 。  

 

表－１  ブロ ッ ク 積み形式選定フ ロ ー 

直高H( m)
背面勾配

1： N1
裏込め

コ ン ク リ ート 厚b( m)
基礎タ イ プ 天端タ イ プ

切土

5. 0<H≦7. 0 1： 0. 5 0. 20 K-5

0. 0<H≦1. 5 1： 0. 3 無し K-1

3. 0<H≦5. 0 1： 0. 5 無し K-1

T-9

河川・ 砂防

1： 0. 4 無し K-1

T-2

K-3 T-5

K-4 T-8

盛土

0. 0<H≦1. 5 1： 0. 3 0. 05 K-2

0. 05

0. 10

0. 15

K-20. 0<H≦1. 5

1. 5<H≦3. 0

3. 0<H≦5. 0

1： 0. 3

1： 0. 4

1： 0. 5

切土
3. 0<H≦5. 0 1： 0. 4 0. 15 K-4

T-2

1. 5<H≦3. 0 1： 0. 3 0. 10 K-3 T-3

5. 0<H≦7. 0 1： 0. 5 0. 20 K-5 T-9

道路・ そ の 他

コ ン ク リ ート ブ ロ ッ ク 積み工

盛土 1. 5<H≦3. 0 T-4

0. 0<H≦1. 5 1： 0. 3 無し K-1 T-1

3. 0<H≦5. 0 1： 0. 5 無し K-1 T-7

T-6

T-7

T-1

1. 5<H≦3. 0 1： 0. 4 無し K-1 T-4

 

※切土・ 盛土の区分については、 一連（ 延長が長い場合は隔壁間） を同一条件と し て取り 扱い、 全

面積の 1/2 以上を占める 状態によ り 切土・ 盛土を分けて適用する 。  

※河川・ 砂防事業（ 天端に管理用通路がある 場合を含む） の護岸工事については、 原則と し て裏込

コ ンク リ ート を施工し ない。 ただし 、 護岸に輪荷重の影響がある 場合や土質条件が悪い場合は、

道路・ その他の基準を適用する 。河川・ 砂防の切土については、背面勾配が 5. 0＜Ｈ≦7. 0 の場合、

経験に基づく 設計法によ り b=200mmと する 。  

 

表-2 天端タ イ プ               表-3 基礎タ イ プ 

背面勾配 裏込め 裏込め

1：N1 ｺﾝｸﾘｰﾄ厚b(m) ｺﾝｸﾘｰﾄ厚b(m)

T-1 無し K-1 無し

T-2 0.05 K-2 0.05

T-3 0.10 K-3 0.10

T-4 無し K-4 0.15

T-5 0.10 K-5 0.20

T-6 0.15

T-7 無し

T-8 0.15

T-9 0.20

記号記号

0.4

0.5

0.3

 

自動車荷重

45°

自動車荷重

1:
N

※路肩端ま でを輪荷重の載荷範囲と する 。 ※路肩端ま でを輪荷重の載荷範囲と する 。

輪荷重影響線

-2-



( 3)  コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積みの天端形状は、 図－２ を標準と する 。  

 

                          ＊盛土する 場合はス テッ プを 300mmと る 。  

  

 

 

 

 

 

 

 

     

  ( a)  一般の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ( b) 舗装等に接する 場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( c) コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積み天端にガード レ ール基礎を設ける 場合 

図－２  コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積みの天端形状 

 ( 4)  コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積みの根入れ深さ h₁ は、 図－３ の通り に定める 。  

①コ ンク リ ート ブロ ッ ク 基礎の底面が土砂で、 前面に水位がある 場合は、 基礎工天端高を洪水時

に洗掘が生じ ても 護岸基礎の浮上がり が生じ ないよ う 、 過去の実績や調査研究成果等を利用し

て最深河床高を評価する こ と によ り 設定する も のと する 。  

②コ ンク リ ート ブロ ッ ク 基礎の底面が土砂で、 前面に水位がない場合は、 前面地盤高から 300mm

と する 。  

③軟岩（ Ⅰ） に着岩さ せる 場合は、 岩表面から 500mmと する 。  

④硬岩、 中硬岩、 軟岩（ Ⅱ） に着岩さ せる 場合は、 岩表面から 300mmと する 。  

⑤ただし 、 砂防指定地内河川については岩級区分によ ら ず岩表面から 500mmと する 。  

 

( 5)   裏込め材の天端厚さ Cは 300mmと する 。 ま た裏込め材の水平幅は天端厚さ （ N1 に直角） に斜率

を補正し て算出する 。  

 

( 6)   コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積みの裏込め材の形状は図－３ を標準と し 、 数量は表－４ を参照する が、

着岩さ せる 場合は別途検討する こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３  裏込め材の形状 
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( 7)  伸縮目地は 10 ｍごと に 1 箇所設ける こ と を標準と する 。 なお、 特殊な場合は、 施工性等考慮のう

え 1 ブロ ッ ク 長を 5 ｍと し ても よ い。   

( 8)  コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積みの施工高さ が変化する と き  

前面勾配の変化のすり つけは 10 ｍ程度で行う が、 裏込めコ ンク リ ート 及び裏込め材は、 すり つ

け区間全体にわたって安全側で施工する （ 図－４ 参照） 。  

 

 

 

 

 

 

 

図－４  施工高さ が変化する と き  

( 9)  混合擁壁は、 使用し ない。  

( 10)  環境に配慮し た工法等については、 「 美し い山河を守る 災害復旧基本指針」 、 「 河川災害復旧護

岸工法技術指針（ 案） 」 、 「 護岸の力学設計法」 等に基づき 設計する 。  

 

２ ． コ ンク リ ート ブロ ッ ク 基礎、 天端コ ンク リ ート  

( 1)  コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積み直高は天端コ ンク リ ート を 含めて 5. 0 ｍ( 切土は 7. 0 ｍ) 以下と する 。  

( 2)  止壁、 隔壁には、 天端コ ンク リ ート を施工し ない。  

( 3)  コ ンク リ ート ブロ ッ ク 基礎は水平を基本と し 、 コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積みの天端勾配、 地形勾配 

  によ っては基礎勾配ｉ =5％を限度と し 、 施工性、 経済性を 考慮し て決定する も のと する 。  

( 4)  軟岩（ Ⅰ） 以上ではコ ンク リ ート ブロ ッ ク 基礎は設けない。  

( 5)  現場条件（ 前面に水田等が位置する 場合や地盤が軟弱な場合など ） によ り 必要と 判断さ れる 場合

は、 基礎砕石に替えて均し コ ンク リ ート （ t =10cm） を使用する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ． 小口止（ 止壁）  

( 1)  前面に水位がある 場合は厚さ Ｔ を 500 ㎜、 天端幅 Wを 1, 000mmと し 、 コ ンク リ ート ブロ ッ ク 基礎 

底面が土砂のと き は、 コ ンク リ ート ブロ ッ ク 基礎の基礎材下端ま で、 着岩さ せる と き はコ ンク リ ー

ト ブロ ッ ク 積み底面及び裏込め材底面ま での形状と する 。  

( 2)  前面に水位がない場合は厚さ Ｔ を 300 ㎜と し 、 裏込材の形状に合わせる 。  

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

           ( a) 前面に水位がある 場合        ( b) 前面に水位がない場合 

             図－６  小口止（ 止壁）  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５  基礎勾配と ブロ ッ ク 長 
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すり つけ区間
　 　 10m

N1=1： 0. 3
裏Co　 　  50mm
裏込め材300mm

N1=1： 0. 3
　 　 ～
N1=1： 0. 5
裏Co　 　 150mm
裏込め材300mm

N1=1： 0. 5
裏Co　 　 150mm
裏込め材300mm
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４ ． 小口止（ 隔壁）  

( 1)   前面に水位がある 場合は 30～50mに１ 基の割合で隔壁を設ける 。  

( 2)   前面に水位のない場合は隔壁を設けない。  

 

前面に水位がある場合　C=300 前面に水位がない場合　C=300

N1= 0.3 N1= 0.4 N1= 0.5 天端から

直高 直高 前面地盤

H H H-h1

(ｍ) 250 280 300 250 280 300 250 280 300 250 280 300 250 280 300 350 250 280 300 350 250 280 300 350 250 280 300 350 250 280 300 350 400 250 280 300 350 400 250 280 300 350 400 250 280 300 350 400 (ｍ) (ｍ) 0.3 0.4 0.5 0.3 0.4 0.5 0.3 0.4 0.5 0.3 0.4 0.5
1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 0.3 0.5 0.5 0.5 0.6 0.5 0.5 0.5 0.5 0.4 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 0.3 0.3 0.5 0.5 0.5 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.5 0.6 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 0.3 0.3 0.4 1.0 0.7 0.2 0.3 0.3 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
1.1 0.5 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 0.3 0.6 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.6 0.4 0.4 0.4 0.5 0.3 0.3 0.4 0.4 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.5 0.6 0.6 0.6 0.6 0.4 0.4 0.4 0.5 0.5 0.3 0.4 0.4 0.4 0.4 1.1 0.8 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
1.2 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.4 0.5 0.5 0.4 0.4 0.4 0.6 0.6 0.6 0.7 0.6 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.5 0.4 0.4 0.4 0.4 0.6 0.6 0.6 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6 0.6 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.4 0.4 0.4 0.4 0.5 1.2 0.9 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1
1.3 0.6 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.4 0.4 0.4 0.7 0.7 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6 0.7 0.5 0.5 0.5 0.6 0.4 0.4 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.6 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.6 0.6 0.4 0.5 0.5 0.5 0.5 1.3 1.0 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 0.4 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.2
1.4 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.8 0.7 0.7 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.8 0.8 0.7 0.7 0.7 0.7 0.8 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.5 0.6 1.4 1.1 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 0.3 0.2 0.2 0.2
1.5 0.7 0.7 0.8 0.7 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.8 0.8 0.8 0.8 0.7 0.7 0.7 0.8 0.6 0.6 0.6 0.7 0.5 0.5 0.6 0.6 0.8 0.8 0.8 0.8 0.9 0.7 0.8 0.8 0.8 0.8 0.6 0.6 0.6 0.7 0.7 0.5 0.6 0.6 0.6 0.6 1.5 1.2 0.4 0.5 0.5 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 0.3 0.2 0.2 0.2
1.6 0.8 － 0.8 0.8 － 0.8 0.6 － 0.7 0.6 － 0.6 0.8 － 0.8 0.9 0.8 － 0.8 0.8 0.7 － 0.7 0.7 0.6 － 0.6 0.6 0.8 － 0.9 0.9 0.9 0.8 － 0.8 0.8 0.9 0.7 － 0.7 0.7 0.8 0.6 － 0.6 0.6 0.7 1.6 1.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.3 0.4 0.4 0.3 0.3 0.3
1.7 0.8 － 0.9 0.8 － 0.8 0.7 － 0.7 0.6 － 0.6 0.9 － 0.9 0.9 0.8 － 0.8 0.9 0.7 － 0.7 0.8 0.6 － 0.7 0.7 0.9 － 0.9 0.9 1.0 0.8 － 0.9 0.9 0.9 0.7 － 0.8 0.8 0.8 0.6 － 0.7 0.7 0.7 1.7 1.4 0.5 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 0.3
1.8 0.9 － 0.9 0.9 － 0.9 0.7 － 0.8 0.7 － 0.7 0.9 － 0.9 1.0 0.9 － 0.9 0.9 0.8 － 0.8 0.8 0.7 － 0.7 0.7 0.9 － 1.0 1.0 1.0 0.9 － 0.9 1.0 1.0 0.8 － 0.8 0.8 0.9 0.7 － 0.7 0.8 0.8 1.8 1.5 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.4 0.4 0.5 0.4 0.4 0.4
1.9 0.9 － 1.0 0.9 － 0.9 0.8 － 0.8 0.7 － 0.8 1.0 － 1.0 1.0 0.9 － 1.0 1.0 0.8 － 0.8 0.9 0.7 － 0.8 0.8 1.0 － 1.0 1.0 1.1 1.0 － 1.0 1.0 1.0 0.8 － 0.9 0.9 0.9 0.8 － 0.8 0.8 0.8 1.9 1.6 0.6 0.6 0.7 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.4 0.4 0.4
2.0 1.0 － 1.0 1.0 － 1.0 0.9 － 0.9 0.8 － 0.8 1.0 － 1.0 1.1 1.0 － 1.0 1.0 0.9 － 0.9 0.9 0.8 － 0.8 0.9 1.0 － 1.1 1.1 1.1 1.0 － 1.0 1.1 1.1 0.9 － 0.9 0.9 1.0 0.8 － 0.8 0.9 0.9 2.0 1.7 0.7 0.7 0.7 0.6 0.7 0.7 0.5 0.5 0.6 0.5 0.5 0.5
2.1 1.1 － 1.1 1.0 － 1.0 0.9 － 0.9 0.8 － 0.9 1.1 － 1.1 1.1 1.0 － 1.1 1.1 0.9 － 1.0 1.0 0.9 － 0.9 0.9 1.1 － 1.1 1.2 1.2 1.1 － 1.1 1.1 1.2 0.9 － 1.0 1.0 1.0 0.9 － 0.9 0.9 1.0 2.1 1.8 0.7 0.7 0.8 0.7 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5
2.2 1.1 － 1.1 1.1 － 1.1 1.0 － 1.0 0.9 － 0.9 1.1 － 1.2 1.2 1.1 － 1.1 1.2 1.0 － 1.0 1.0 0.9 － 0.9 1.0 1.2 － 1.2 1.2 1.3 1.1 － 1.2 1.2 1.2 1.0 － 1.0 1.1 1.1 0.9 － 1.0 1.0 1.0 2.2 1.9 0.8 0.8 0.8 0.7 0.8 0.8 0.6 0.6 0.7 0.6 0.6 0.6
2.3 1.2 － 1.2 1.1 － 1.2 1.0 － 1.1 0.9 － 1.0 1.2 － 1.2 1.2 1.2 － 1.2 1.2 1.0 － 1.1 1.1 1.0 － 1.0 1.0 1.2 － 1.3 1.3 1.3 1.2 － 1.2 1.2 1.3 1.1 － 1.1 1.1 1.2 1.0 － 1.0 1.0 1.1 2.3 2.0 0.8 0.8 0.9 0.8 0.8 0.8 0.7 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6
2.4 1.2 － 1.3 1.2 － 1.2 1.1 － 1.1 1.0 － 1.0 1.2 － 1.3 1.3 1.2 － 1.2 1.3 1.1 － 1.1 1.2 1.0 － 1.1 1.1 1.3 － 1.3 1.3 1.4 1.2 － 1.3 1.3 1.3 1.1 － 1.2 1.2 1.2 1.0 － 1.1 1.1 1.1 2.4 2.1 0.9 0.9 0.9 0.8 0.9 0.9 0.7 0.8 0.8 0.7 0.7 0.7
2.5 1.3 － 1.3 1.3 － 1.3 1.1 － 1.2 1.1 － 1.1 1.3 － 1.3 1.4 1.3 － 1.3 1.3 1.2 － 1.2 1.2 1.1 － 1.1 1.1 1.3 － 1.4 1.4 1.4 1.3 － 1.3 1.4 1.4 1.2 － 1.2 1.3 1.3 1.1 － 1.1 1.2 1.2 2.5 2.2 0.9 1.0 1.0 0.9 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8 0.7 0.7 0.7
2.6 1.3 － 1.4 1.3 － 1.3 1.2 － 1.2 1.1 － 1.2 1.4 － 1.4 1.4 1.3 － 1.4 1.4 1.2 － 1.3 1.3 1.1 － 1.2 1.2 1.4 － 1.4 1.5 1.5 1.4 － 1.4 1.4 1.5 1.3 － 1.3 1.3 1.3 1.2 － 1.2 1.2 1.3 2.6 2.3 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 0.8 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8
2.7 1.4 － 1.4 1.4 － 1.4 1.3 － 1.3 1.2 － 1.2 1.4 － 1.5 1.5 1.4 － 1.4 1.5 1.3 － 1.3 1.3 1.2 － 1.2 1.3 1.5 － 1.5 1.5 1.6 1.4 － 1.5 1.5 1.5 1.3 － 1.3 1.4 1.4 1.2 － 1.3 1.3 1.3 2.7 2.4 1.0 1.1 1.1 1.0 1.0 1.1 0.9 0.9 0.9 0.8 0.8 0.9
2.8 1.5 － 1.5 1.4 － 1.5 1.3 － 1.4 1.2 － 1.3 1.5 － 1.5 1.6 1.5 － 1.5 1.5 1.3 － 1.4 1.4 1.3 － 1.3 1.3 1.5 － 1.6 1.6 1.6 1.5 － 1.5 1.6 1.6 1.4 － 1.4 1.4 1.5 1.3 － 1.3 1.4 1.4 2.8 2.5 1.1 1.1 1.2 1.1 1.1 1.1 1.0 1.0 1.0 0.9 0.9 0.9
2.9 1.5 － 1.6 1.5 － 1.5 1.4 － 1.4 1.3 － 1.3 1.6 － 1.6 1.6 1.5 － 1.6 1.6 1.4 － 1.4 1.5 1.3 － 1.4 1.4 1.6 － 1.6 1.7 1.7 1.6 － 1.6 1.6 1.7 1.4 － 1.5 1.5 1.5 1.4 － 1.4 1.4 1.5 2.9 2.6 1.2 1.2 1.2 1.1 1.1 1.2 1.0 1.0 1.1 0.9 1.0 1.0
3.0 1.6 － 1.6 1.6 － 1.6 1.5 － 1.5 1.4 － 1.4 1.6 － 1.7 1.7 1.6 － 1.6 1.7 1.5 － 1.5 1.5 1.4 － 1.4 1.5 1.7 － 1.7 1.7 1.8 1.6 － 1.7 1.7 1.7 1.5 － 1.5 1.6 1.6 1.4 － 1.5 1.5 1.5 3.0 2.7 1.2 1.2 1.3 1.2 1.2 1.2 1.1 1.1 1.1 1.0 1.0 1.0
3.1 － － － － － － － － － － － － 1.7 － － 1.8 1.7 － － 1.7 1.5 － － 1.6 1.5 － － 1.5 1.7 － － 1.8 1.8 1.7 － － 1.8 1.8 1.6 － － 1.6 1.7 1.5 － － 1.6 1.6 3.1 2.8 － 1.3 1.3 － 1.3 1.3 － 1.1 1.2 － 1.1 1.1
3.2 － － － － － － － － － － － － 1.8 － － 1.8 1.7 － － 1.8 1.6 － － 1.7 1.5 － － 1.6 1.8 － － 1.9 1.9 1.8 － － 1.8 1.9 1.6 － － 1.7 1.8 1.6 － － 1.6 1.7 3.2 2.9 － 1.4 1.4 － 1.3 1.4 － 1.2 1.2 － 1.1 1.2
3.3 － － － － － － － － － － － － 1.8 － － 1.9 1.8 － － 1.9 1.7 － － 1.7 1.6 － － 1.7 1.9 － － 1.9 2.0 1.8 － － 1.9 1.9 1.7 － － 1.8 1.8 1.6 － － 1.7 1.7 3.3 3.0 － 1.4 1.5 － 1.4 1.4 － 1.3 1.3 － 1.2 1.2
3.4 － － － － － － － － － － － － 1.9 － － 2.0 1.9 － － 1.9 1.7 － － 1.8 1.7 － － 1.7 1.9 － － 2.0 2.0 1.9 － － 2.0 2.0 1.8 － － 1.9 1.9 1.7 － － 1.8 1.8 3.4 3.1 － 1.5 1.5 － 1.4 1.5 － 1.3 1.4 － 1.3 1.3
3.5 － － － － － － － － － － － － 2.0 － － 2.0 1.9 － － 2.0 1.8 － － 1.9 1.7 － － 1.8 2.0 － － 2.1 2.1 2.0 － － 2.1 2.1 1.9 － － 1.9 2.0 1.8 － － 1.9 1.9 3.5 3.2 － 1.5 1.6 － 1.5 1.6 － 1.4 1.4 － 1.3 1.4
3.6 － － － － － － － － － － － － 2.0 － － 2.1 2.0 － － 2.1 1.9 － － 2.0 1.8 － － 1.9 2.1 － － 2.2 2.2 2.1 － － 2.1 2.2 1.9 － － 2.0 2.0 1.9 － － 1.9 2.0 3.6 3.3 － 1.6 1.7 － 1.6 1.6 － 1.5 1.5 － 1.4 1.4
3.7 － － － － － － － － － － － － 2.1 － － 2.2 2.1 － － 2.2 2.0 － － 2.0 1.9 － － 2.0 2.2 － － 2.2 2.3 2.1 － － 2.2 2.2 2.0 － － 2.1 2.1 1.9 － － 2.0 2.0 3.7 3.4 － 1.7 1.7 － 1.6 1.7 － 1.5 1.6 － 1.5 1.5
3.8 － － － － － － － － － － － － 2.2 － － 2.3 2.2 － － 2.2 2.0 － － 2.1 2.0 － － 2.0 2.2 － － 2.3 2.3 2.2 － － 2.3 2.3 2.1 － － 2.2 2.2 2.0 － － 2.1 2.1 3.8 3.5 － 1.7 1.8 － 1.7 1.8 － 1.6 1.6 － 1.5 1.6
3.9 － － － － － － － － － － － － 2.3 － － 2.3 2.2 － － 2.3 2.1 － － 2.2 2.0 － － 2.1 2.3 － － 2.4 2.4 2.3 － － 2.4 2.4 2.2 － － 2.2 2.3 2.1 － － 2.2 2.2 3.9 3.6 － 1.8 1.9 － 1.8 1.8 － 1.7 1.7 － 1.6 1.6
4.0 － － － － － － － － － － － － 2.3 － － 2.4 2.3 － － 2.4 2.2 － － 2.3 2.1 － － 2.2 2.4 － － 2.5 2.5 2.4 － － 2.4 2.5 2.2 － － 2.3 2.3 2.2 － － 2.2 2.3 4.0 3.7 － 1.9 1.9 － 1.8 1.9 － 1.7 1.8 － 1.7 1.7
4.1 － － － － － － － － － － － － 2.4 － － 2.5 2.4 － － 2.5 2.3 － － 2.3 2.2 － － 2.3 2.5 － － 2.5 2.6 2.4 － － 2.5 2.5 2.3 － － 2.4 2.4 2.2 － － 2.3 2.3 4.1 3.8 － 1.9 2.0 － 1.9 2.0 － 1.8 1.8 － 1.7 1.8
4.2 － － － － － － － － － － － － 2.5 － － 2.6 2.5 － － 2.5 2.3 － － 2.4 2.3 － － 2.3 2.5 － － 2.6 2.7 2.5 － － 2.6 2.6 2.4 － － 2.5 2.5 2.3 － － 2.4 2.4 4.2 3.9 － 2.0 2.1 － 2.0 2.0 － 1.9 1.9 － 1.8 1.8
4.3 － － － － － － － － － － － － 2.6 － － 2.6 2.5 － － 2.6 2.4 － － 2.5 2.3 － － 2.4 2.6 － － 2.7 2.7 2.6 － － 2.7 2.7 2.5 － － 2.5 2.6 2.4 － － 2.5 2.5 4.3 4.0 － 2.1 2.1 － 2.1 2.1 － 1.9 2.0 － 1.9 1.9
4.4 － － － － － － － － － － － － 2.6 － － 2.7 2.6 － － 2.7 2.5 － － 2.6 2.4 － － 2.5 2.7 － － 2.8 2.8 2.7 － － 2.7 2.8 2.5 － － 2.6 2.7 2.5 － － 2.6 2.6 4.4 4.1 － 2.2 2.2 － 2.1 2.2 － 2.0 2.1 － 1.9 2.0
4.5 － － － － － － － － － － － － 2.7 － － 2.8 2.7 － － 2.8 2.6 － － 2.7 2.5 － － 2.6 2.8 － － 2.9 2.9 2.7 － － 2.8 2.9 2.6 － － 2.7 2.8 2.6 － － 2.6 2.7 4.5 4.2 － 2.2 2.3 － 2.2 2.3 － 2.1 2.1 － 2.0 2.1
4.6 － － － － － － － － － － － － 2.8 － － 2.9 2.8 － － 2.9 2.7 － － 2.7 2.6 － － 2.7 2.9 － － 2.9 3.0 2.8 － － 2.9 3.0 2.7 － － 2.8 2.8 2.6 － － 2.7 2.8 4.6 4.3 － 2.3 2.4 － 2.3 2.3 － 2.2 2.2 － 2.1 2.1
4.7 － － － － － － － － － － － － 2.9 － － 3.0 2.9 － － 2.9 2.7 － － 2.8 2.7 － － 2.7 2.9 － － 3.0 3.1 2.9 － － 3.0 3.0 2.8 － － 2.9 2.9 2.7 － － 2.8 2.8 4.7 4.4 － 2.4 2.4 － 2.4 2.4 － 2.2 2.3 － 2.2 2.2
4.8 － － － － － － － － － － － － 3.0 － － 3.1 2.9 － － 3.0 2.8 － － 2.9 2.7 － － 2.8 3.0 － － 3.1 3.2 3.0 － － 3.1 3.1 2.9 － － 3.0 3.0 2.8 － － 2.9 2.9 4.8 4.5 － 2.5 2.5 － 2.4 2.5 － 2.3 2.4 － 2.2 2.3
4.9 － － － － － － － － － － － － 3.1 － － 3.1 3.0 － － 3.1 2.9 － － 3.0 2.8 － － 2.9 3.1 － － 3.2 3.2 3.1 － － 3.2 3.2 3.0 － － 3.1 3.1 2.9 － － 3.0 3.0 4.9 4.6 － 2.5 2.6 － 2.5 2.6 － 2.4 2.4 － 2.3 2.4
5.0 － － － － － － － － － － － － 3.1 － － 3.2 3.1 － － 3.2 3.0 － － 3.1 2.9 － － 3.0 3.2 － － 3.3 3.3 3.2 － － 3.3 3.3 3.1 － － 3.1 3.2 3.0 － － 3.1 3.1 5.0 4.7 － 2.6 2.7 － 2.6 2.6 － 2.5 2.5 － 2.4 2.4
5.1 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 3.3 － － － 3.4 3.3 － － － 3.4 3.1 － － － 3.3 3.1 － － － 3.2 5.1 4.8 － － 2.8 － － 2.7 － － 2.6 － － 2.5
5.2 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 3.4 － － － 3.5 3.3 － － － 3.5 3.2 － － － 3.4 3.2 － － － 3.3 5.2 4.9 － － 2.8 － － 2.8 － － 2.7 － － 2.6
5.3 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 3.5 － － － 3.6 3.4 － － － 3.6 3.3 － － － 3.5 3.2 － － － 3.4 5.3 5.0 － － 2.9 － － 2.9 － － 2.8 － － 2.7
5.4 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 3.6 － － － 3.7 3.5 － － － 3.7 3.4 － － － 3.5 3.3 － － － 3.5 5.4 5.1 － － 3.0 － － 3.0 － － 2.9 － － 2.8
5.5 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 3.7 － － － 3.8 3.6 － － － 3.8 3.5 － － － 3.6 3.4 － － － 3.6 5.5 5.2 － － 3.1 － － 3.1 － － 2.9 － － 2.9
5.6 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 3.7 － － － 3.9 3.7 － － － 3.9 3.6 － － － 3.7 3.5 － － － 3.7 5.6 5.3 － － 3.2 － － 3.1 － － 3.0 － － 3.0
5.7 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 3.8 － － － 4.0 3.8 － － － 3.9 3.7 － － － 3.8 3.6 － － － 3.8 5.7 5.4 － － 3.3 － － 3.2 － － 3.1 － － 3.0
5.8 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 3.9 － － － 4.1 3.9 － － － 4.0 3.8 － － － 3.9 3.7 － － － 3.8 5.8 5.5 － － 3.4 － － 3.3 － － 3.2 － － 3.1
5.9 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 4.0 － － － 4.2 4.0 － － － 4.1 3.9 － － － 4.0 3.8 － － － 3.9 5.9 5.6 － － 3.4 － － 3.4 － － 3.3 － － 3.2
6.0 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 4.1 － － － 4.3 4.1 － － － 4.2 4.0 － － － 4.1 3.9 － － － 4.0 6.0 5.7 － － 3.5 － － 3.5 － － 3.4 － － 3.3
6.1 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 4.2 － － － 4.4 4.2 － － － 4.3 4.1 － － － 4.2 4.0 － － － 4.1 6.1 5.8 － － 3.6 － － 3.6 － － 3.5 － － 3.4
6.2 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 4.3 － － － 4.5 4.3 － － － 4.4 4.2 － － － 4.3 4.1 － － － 4.2 6.2 5.9 － － 3.7 － － 3.7 － － 3.6 － － 3.5
6.3 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 4.4 － － － 4.6 4.4 － － － 4.5 4.3 － － － 4.4 4.2 － － － 4.3 6.3 6.0 － － 3.8 － － 3.8 － － 3.7 － － 3.6
6.4 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 4.5 － － － 4.7 4.5 － － － 4.6 4.4 － － － 4.5 4.3 － － － 4.4 6.4 6.1 － － 3.9 － － 3.9 － － 3.8 － － 3.7
6.5 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 4.6 － － － 4.8 4.6 － － － 4.7 4.5 － － － 4.6 4.4 － － － 4.5 6.5 6.2 － － 4.0 － － 4.0 － － 3.8 － － 3.8
6.6 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 4.7 － － － 4.9 4.7 － － － 4.8 4.6 － － － 4.7 4.5 － － － 4.7 6.6 6.3 － － 4.1 － － 4.1 － － 3.9 － － 3.9
6.7 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 4.8 － － － 5.0 4.8 － － － 5.0 4.7 － － － 4.8 4.6 － － － 4.8 6.7 6.4 － － 4.2 － － 4.2 － － 4.0 － － 4.0
6.8 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 4.9 － － － 5.1 4.9 － － － 5.1 4.8 － － － 4.9 4.7 － － － 4.9 6.8 6.5 － － 4.3 － － 4.3 － － 4.1 － － 4.1
6.9 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 5.0 － － － 5.2 5.0 － － － 5.2 4.9 － － － 5.0 4.8 － － － 5.0 6.9 6.6 － － 4.4 － － 4.4 － － 4.2 － － 4.2
7.0 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 5.1 － － － 5.3 5.1 － － － 5.3 5.0 － － － 5.2 4.9 － － － 5.1 7.0 6.7 － － 4.5 － － 4.5 － － 4.3 － － 4.3

[計算式]
(ａ) 前面に水位のある場合 ((0.300×Ｓ＋t×0.1)＋(0.300×Ｓ＋(Ｈ＋ｈ２＋0.100)×0.1))／２×(Ｈ＋ｈ２＋0.100－ｔ)－Ｋ

(ｂ) 前面に水位のない場合 ((Ｃ×Ｓ＋ｔ×0.1)＋(Ｃ×Ｓ＋(Ｈ－ｈ１)×0.1))／２×(Ｈ－ｈ１－ｔ)

Ｃ： 裏込め材天端厚　0.300 ｈ２： コンクリートブロック基礎高さ

Ｓ： 斜率　1.044(Ｎ1=0.3)、　1.077(Ｎ1=0.4)、　1.118(Ｎ1=0.5) ｔ： 天端構造物厚さ　0.100 (天端コンクリート)、　0.300 (歩道用防護柵基礎)、　0.600 (ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ基礎)

Ｈ： コンクリ ートブロック積み直高 Ｋ： 基礎部控除　0.016 (Ｎ1=0.3)、　0.018 (Ｎ1=0.4)、　0.020 (Ｎ1=0.5)

ｈ１： 根入れ深さ

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ基礎

h2

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ

h2

歩道用防護柵基礎

h2

表－４　コンクリートブロック積み裏込め材

裏込め材(ｍ3/ｍ)

控除無し 天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 歩道用防護柵基礎 ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ基礎背面勾配背面勾配

裏込め材(ｍ3/ｍ)

背面勾配

背面勾配 背面勾配 背面勾配 背面勾配

N1 N1 N1 N1

控除無し

h2h2 h2 h2 h2

控除無し 天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 歩道用防護柵基礎 ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ基礎歩道用防護柵基礎

h2

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ基礎

h2h2

控除無し 天端ｺﾝｸﾘｰﾄ

h2
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1-1-2． 現場打擁壁工 

 

１ ． 現場打擁壁工の設計条件 

( 1) 「 図集」 を適用する にあたっての設計条件およ び土質条件は、 表－５ 、 表－６ と する 。  

( 2) 滑動摩擦係数μの値は 0. 6 と する が、 こ れによ り 難い場合は、 「 道路土工 擁壁工指針」 等を参

考に別途検討する 。  

( 3) 地盤の許容支持力度は 200kN/㎡以上で直接基礎と する が、 こ れによ り 難い場合は別途検討する 。  

( 4) 擁壁の直接基礎の根入れ深さ は、 地表面から 支持地盤ま での深さ と し 、 原則と し て 500 ㎜以上は

確保する も のと する 。 ま た、 中位の砂質地盤（ Ｎ 値 20～30） において高さ 2. 5 ｍ以上の現場打擁

壁を設ける 場合には、 擁壁高さ の 0. 2 倍以上の十分な根入れ深さ を確保する のが望ま し い。 上記

によ り がたい場合は、 「 道路土工 擁壁工指針」 等を 参考に別途設計する 必要がある 。  

( 5) 基礎材については、 再生切込砕石を標準と する 。  

( 6) 遮水性を必要と する 箇所で均し コ ンク リ ート を 基礎材と し て用いる 場合は、 上記( 2) の条件を 適用

する 。  

 

２ . タ イ プの選定 

( 1) 現場打小型擁壁は、 擁壁高さ が 2. 0 ｍ以下で歩道に面し た場所、 のり 尻擁壁およ び境界壁等に利

用する 。 こ の際、 擁壁背面の盛土水平部分に載荷重ｑ ＝3. 5kN/㎡（ 群集荷重） を考慮し ている 場

合と 、 考慮し ていない場合がある 。  

( 2) 現場打ち擁壁は、 直接輪荷重ｑ ＝10kN/㎡の影響を考慮する 場合に利用する ( 図－９ ) 。  

( 3) 現場打小型擁壁およ び現場打擁壁は、 図－１ ０ ． 図面検索と 利用の流れ、 図－１ １ ． タ イ プ選定

フ ロ ーによ り 、 表－７ から 選定する 。 なお、 前面勾配、 擁壁高さ 、 滑動摩擦係数、 裏込め土等、

「 図集」 によ り がたい場合には、 「 土木構造物標準設計 建設省」 を参照のこ と 。 ま た、 高さ が

5. 0 ｍを越える 場合等は、 経済性等勘案の上、 安定計算によ り 工法を決定する も のと する 。  

( 4) 中間の設計条件に対し ては、 直近上位のも のを使用する 。  

( 5) 高さ 比１ を越える 場合、 全盛土高（ ｈ ＋Ｈ ） が 15 ｍ程度以下ま では高さ 比１ の条件を使用し ても

よ い。  

( 6) 高さ が変化する 場合で、 擁壁延長方向に連続施工する 場合は、 背面の型枠のねじ れを 防ぐ ため現

場における 最大高さ を基準と し て選定する 。 なお、 鉛直方向に伸縮目地を入れ擁壁背面勾配を変

化さ せる 場合はこ の限り でない。  

( 7) １ ブロ ッ ク において背面の盛土高さ が変化する 場合は、 その盛土高さ の範囲で利用でき る 形状寸

法の最大のも のを選定する 。  

( 8) 法尻に現場打鍬止擁壁を設ける と き は、小段（ 泥上げ） がある 場合 K101 型を、小段がない場合 K102

型を使用する 。  

 

３ . その他 

( 1) 現場打擁壁工の 1 ブロ ッ ク 長は 10 ｍを標準と する 。 なお、 特殊な場合は、 施工性等考慮のう え   

1 ブロ ッ ク 長を 5 ｍと し ても よ い。 ( 図－７ )  

 

( 2) 伸縮目地は、 目地材のみを用いた目地構造を標準と する 。 ( 図－８ ( ｂ ) )  

なお、 壁体の一部が水路、 ま たは、 常に浸水を う けており 、 擁壁背面への漏えいを防ぐ 必要のあ

る と き 、 ま たは、 背面から の湧水や浸透水が、 目地を 通し て流出する と 考えら れる 場合は、 伸縮

目地に止水板を併用する 構造( 図－８ ( ａ ) ) と する 。  

( 3) 収縮目地( 施工目地) は、コ ンク リ ート 表面に深さ 約 1. 5cm切みぞを付けた目地構造を標準と する 。

( 図－８ ( ｃ ) )  

ま た、 温度変化や乾燥収縮によ り ひび割れが生じ やすい箇所については、 ひび割れ誘発目地等に

よ る 対策の検討を行う も のと する 。  

( 4) 現場打擁壁前面に歩道など がある 場所で前面勾配 0. 0 を利用する 場合は、 圧迫感緩和のため前面

勾配に 1： 0. 02 の傾き を 設ける 。 こ のと き 現場打擁壁の断面形状は、 背面勾配を 0. 02 減じ て底幅

を同じ と する 。 なお、 安定計算等の必要はない。  

( 5) 現場打擁壁の基礎は水平を基本と し 、 擁壁の天端勾配、 地形勾配によ っては基礎勾配ｉ =5％を限

度と し 、 施工性、 経済性を考慮し て決定する も のと する 。 ( 図－７ )  

 

 

 

 

 

 

       

 

図－７  基礎勾配と ブロ ッ ク 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－８  伸縮目地と 収縮目地の構造 

 10, 000
( 5, 000)

 10, 000
( 5, 000)
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≒
35
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100

目地材

センタ ーバルブ型止水板

( ａ ) 伸縮目地( 止水板併用型)

10

目地材

( ｂ ) 伸縮目地( 一般型)

( ｃ ) 収縮目地( 施工目地)

深さ 約1. 5cmの切みぞ

伸縮目地
 収縮目地
( 施工目地)

種　 　 　 別

無筋コ ンク リ ート 擁壁 10. 0m 5. 0m

目地の標準間隔
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表－５  設計条件 

設計条件 現場打小型擁壁 現場打擁壁 

コ ン ク リ ー ト 単 重 23kN/m3 23kN/m3 

載 荷 重 0. 0 ま たは 3. 5kN/m2 10kN/m2 

擁 壁 高 0. 5～2. 0 ｍ 1. 0～3. 0 ｍ 

前 面 勾 配 0. 0 ま たは 0. 2 0. 0 

許 容 支 持 力 度 200kN/m2 200kN/m2 

滑 動 摩 擦 係 数 0. 6 0. 6 

 

 

表－６  土質条件 

裏込め土の種類 小型構造物図集での呼称 せん断抵抗角φ（ 度）  単位体積重量γ（ kN/m3）  

礫 質 土 Ｃ １  35 20 

砂 質 土 Ｃ ２  30 19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－９  輪荷重の考え方 
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Ｈ（ ｍ）

図 面 番 号 決 定

( 1)  現場打小型擁壁

0. 5 1. 0 1. 5 2. 0
高さ

設計条件の指定

Ｃ

Ｃ １ Ｃ ２

Ｎ

水平 1. 5

Ｎ

水平 1. 8
盛土勾配

裏込め土
の種類

載荷重

設計書記入

補 助 作 業

一般図
へ記入

展開図作成

材料計算

構 造 寸 法 決 定

Ｈ（ ｍ）

図 面 番 号 決 定

( 2)  現場打擁壁

1. 0
高さ

設計条件の指定

Ｃ

Ｃ １ Ｃ ２

裏込め土
の種類

Ｎ

水　 平
盛土勾配

設計書記入

補 助 作 業

一般図
へ記入

展開図作成

材料計算

構 造 寸 法 決 定

2. 0 3. 0

1. 5

Ｎ

水　 平 1. 8

盛土形状
ｈ ／Ｈ

0 0. 25 0. 5 0. 75 1. 0

μ＝0. 6

1:
N1

1:
N

Ｈ

μ＝0. 6

1:
N

Ｈ
ｈ

Ｎ１

0. 0 0. 2
前面勾配

ｑ ( KN/m2)

0. 00 3. 50

ｑ ( KN/m2)

3. 50

ｑ ( KN/m2)

3. 50

ｑ ( KN/m2)

0. 00 3. 50

 

 

図－１ ０  現場打小型擁壁およ び現場打擁壁の図面の検索と 利用の流れ 
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No

Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ

擁壁 設置区間の 決 定

背面が水平か

高さ 比＝ｈ /Ｈ
を 求める

ｈ
1
/Ｈ

1
側の条件に合った

タ イ プを索引表よ り 検索
する 注) 1

Ｈ 1の天端幅・ 裏法勾配に
合わせてＨ

2
のタ イ プを決

定する

目地Pi chを10ｍと する

数　 量　 計　 算

Ｅ 　 Ｎ　 Ｄ

目地Pi chを10ｍと し 目地
間を１ ブロ ッ ク と する

１ ブロ ッ ク で高さ 比
ｈ 1/Ｈ 1， ｈ 2/Ｈ 2のタ イ プ
それぞれを索引表よ り 検

索する 注) 1

天端幅を一定と し 裏法勾
配の緩い方で１ ブロ ッ ク
のタ イ プを決定する 注) 2

各ブロ ッ ク ごと にタ イ プ
を決定する

Yes

Ｈ 1， Ｈ 2ど ち
ら が高いか

Ｈ
2
側の条件に合ったタ イ

プを索引表よ り 検索する
注) 1

Ｈ 2の天端幅・ 裏法勾配に
合わせてＨ

1
のタ イ プを決

定する

目地Pi chを 10ｍと する

数　 量　 計　 算

Ｈ
1
側の条件に合ったタ イ

プを索引表よ り 検索する
注) 1

Ｈ 1の天端幅・ 裏法勾配に
合わせてＨ

2
のタ イ プを決

定する

目地Pi chを 10ｍと する

数　 量　 計　 算

Ｈ 1が高い

数　 量　 計　 算

Ｈ 2が高い ｈ

Ｈ
≧

ｈ

Ｈ

1

1

2

2

ｈ

Ｈ
＜

ｈ

Ｈ

1

1

2

2

注１ ． 中間の 設計条件に対し ては、 直近上位のも のを使用する 。

注２ ． Ｈ 1， Ｈ 2の天端幅がそれ ぞれ異なる 場合は、 天端幅が広い方を採用する 。
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図－１ １  現場打小型擁壁およ び現場打擁壁のタ イ プ選定フロ ー 

表－７  現場打小型擁壁およ び現場打擁壁図面番号索引表 

( 1)  現場打小型擁壁図面番号索引表 

180. 0

0. 50

水平 1: 1. 5

Ｃ １

μ＝0. 6

擁
壁
高

H( m)

前
面
勾
配

N1

ペ
ー

ジ
数

底
版

幅

B( m)

高さ 比 h/H

盛土勾配 N

裏込め土の種類

滑動摩擦係数 μ

SGW10. 30

SGW20. 35 SGW2SGW2SGW2
0. 40

0. 65 SGW16

0. 70

0. 95
1. 00

1. 05

19

20

0. 2

0. 0

1. 00

1. 50

Ｃ ２

水平 1: 1. 8

0. 00 1. 00

3. 500. 003. 503. 500. 00

0. 00 1. 00

3. 50

載荷重ｑ (kN/m2)

SGW3

SGW17
SGW19

SGW40

0. 25
0. 30
0. 35
0. 45

22

SGW4 SGW4 SGW4

SGW6
SGW5

SGW8

0. 0
0. 80

SGW16

SGW17 SGW17

0. 40
0. 55

0. 75
0. 85

0. 2 23

SGW20 SGW20 SGW20
SGW22

SGW24
SGW26

SGW40
SGW41

SGW42 SGW42

1. 15 SGW44

0. 2 24

0. 60
0. 65

1. 10
1. 25

SGW46 SGW46 SGW46

SGW51

SGW47

SGW53

0. 0

2. 00

21
1. 30
1. 40

1. 60

SGW68 SGW68
SGW69 SGW69 SGW69

SGW71

0. 2 25

0. 70
0. 80
0. 90

1. 00
1. 50
1. 70

SGW72
SGW73

SGW74

SGW75
SGW78

SGW80  

 

( 2)  現場打擁壁図面番号索引表 

擁
壁
高

H( m)

前
面
勾
配

N1

ペ
ー

ジ
数

底
版

幅

B( m)

高さ比 h/H

盛土勾配 N

裏込め土の種類

滑動摩擦係数 μ

1. 000. 750. 500. 250. 00

水平 １ ： 1. 5

Ｃ １

μ＝0. 6

1. 000. 750. 500. 250. 00

水平 １ ： 1. 8

Ｃ ２

SGW68

( 注)

： 内の番号は断面形状に対する 構造図番号を表す。

： 標準設計の適用範囲外である こ と を 表す。

GW2GW2260. 01. 00

0. 60

0. 70

0. 80

1. 40

GW1GW1

GW2GW2

GW3GW3GW3GW3

1. 60

2. 00

2. 20

2. 40

28

27

0. 0

0. 0

3. 00

2. 00
GW15 GW15 GW15 GW15 GW15 GW15 GW15

GW16 GW16 GW16

GW35 GW35 GW35 GW35

GW36 GW36 GW36 GW36

GW37 GW37

 

20 

24 

21 

25 

22 

26 

23 

27 

28 

29 

30 
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1-2．施工上の注意事項

1-2-1 コンクリートブロック積み工

１．コンクリートブロック積み工

(1) 伸縮目地は 10 ｍごとに 1箇所設けることを標準とする。

(2) 水抜パイプは、道路その他工事では VPφ75、河川・砂防工事では VUφ75 を使用し、前面に水位

がある場合で堤内地が堤防天端よりも高いとき又は前面に水位がない場合に２㎡に１箇所程度

設ける。前面に水位がある場合で堤内地が堤防天端よりも低いとき（築堤河川）には、絶対に設

けないこと。

２．小口止（止壁・隔壁）

(1) 止壁及び隔壁は現地で製作すること。絶対に丘打ち後の据付けを行ってはならない。

(2) 前面に水位がある場合は30～50mに１基の割合で隔壁を設ける。

1-2-2 現場打擁壁工

１．現場打擁壁共通

(1) 施工上、コンクリートに水平打継目を設けるときには、用心鉄筋として SD345、 D13 を 500 ㎜間隔

で配置する。

1-3．図集使用例

1-3-1 現場打小型擁壁および現場打擁壁

１.高さが一定の場合における計算例

① 図面の検索

設計条件を表－８のとおりにすれば、標準図は表－９の索引表から検索すると GW36 となり、

構造寸法は図－１２のようになる。

表－８ 設計条件

施工場所 盛土部

擁 壁 高 3.00 ｍ(一定)

裏込め土の種類 Ｃ１(礫質土)

盛 土 勾 配 1.5

高 さ 比 1.0

前 面 勾 配 0.00

擁 壁 延 長 100.0 ｍ

表－９ 索 引 表

1.000.750.500.250.00

280.03.0

水平 １：1.5

Ｃ１

0.6

擁
壁

高

H(m)

前
面
勾
配

N1

ペ
ー
ジ
数

底
版
幅

B(m)

高さ比 h/H

盛土勾配 N

裏込め土の種類

滑動摩擦係数 μ

GW35GW35GW35GW352.00

GW362.20

2.40

1
:
0
.
0

1:
1.
5

S=1:0.6

3
0
0
0

3
00
0

400

5
0
0

2
0
0

2200

2400

100

100

図－１２ 断 面 図

② 材料計算

高さが一定の場合１ｍ当りについては、標準図中の材料表に示す値をそのまま利用すればよい。

また、伸縮目地を 10 ｍに１箇所設けるため１ブロック 10 ｍとすると材料計算は表－１０のよう

になる。

表－１０ 材 料 計 算（10 ブロック）

項 目 規 格
単

位
材 料 摘 要

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 18-8-40BB m3 １ブロック当り ：3.900m3/m×10.00 ｍ ＝ 39.0m3

10 ブロック当り ：39.0m3×10 ＝ 390.0m3

型 枠 無筋構造物 m2

１ブロック当り ：6.499m2/m×10.00 ｍ ＝ 65.0m2

10 ブロック当り ：65.0m2×10 ＝ 650.0m2

端 部 型 枠 ：3.900m2/箇所×2箇所 ＝ 7.8m2

合     計  657.8m2

基 礎 材

再生切込砕石

RC-40

(ｔ＝0.2m)

m2

１ブロック当り ：2.400m2/m×10.00 ｍ ＝ 24.0m2

10 ブロック当り ：24.0m2×10 ＝ 240.0m2

端     部 ：2.400m2/m×(0.1＋0.1)ｍ ＝ 0.5m2

合     計  240.5m2

目 地 材 ｔ＝10㎜ m2 １箇所当り ： ＝ 3.9m2

10 ブロック当り ：3.9m2/箇所×９箇所 ＝ 35.1m2

水抜ﾊﾟｲﾌﾟ

道路、その他

VPφ75
ｍ 設置する高さと間隔から求めること。

5.0m 以内

の間隔で

設ける

河川･砂防

VUφ75
ｍ

１箇所当りパイプ長 ：(3.0-0.5)×0.6+0.4=1.900

           (0.400 ｍ＋1.900 ｍ)/2 ＝ 1.150 ｍ

１ブロック当り

      箇所数 ：2.500m2/m×10.00m/2.0m2 ＝ 13 箇所

     パイプ長 ：13 箇所×1.150ｍ ＝ 15.0 ｍ

10 ブロック当り ：15.0ｍ×10 ＝ 150.0 ｍ

2.0m2に

１箇所

設ける

30
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 ２.高さが変化する場合における計算例

現場打擁壁では、基礎地盤を水平とした場合、高さの変化する条件として図－１３のような二通

りが考えられる。(1)は高さ比が一定あるいは高さの低くなる方向にしたがって高さ比（ｈ/Ｈ）が

小さくなる場合で、(2)は高さの低くなる方向にしたがって高さ比が大きくなる場合である。(1)の

場合には高さＨ１に対する構造寸法のものを使用し、高さＨ２まですりつければよい。また、(2)の

場合にはＨ１，Ｈ２それぞれの高さに対する構造寸法のものを比較して背面勾配を緩い方に合わせる。

h
1

H
1

h2

H
2

h
1

H
1

h
2

H
2

(1)
ｈ１

Ｈ１
 ≧

ｈ２

Ｈ２
 の場合            (2)

ｈ１

Ｈ１
 ＜

ｈ２

Ｈ２
 の場合

図－１３ 現場打擁壁の高さが変化する場合

  (1)高さ比が一定あるいは高さの低くなる方向にしたがって高さ比（hi/Hi）が小さくなる場合

 ①図面の検索

図－１４に示す区間に現場打擁壁を設ける場合、設計条件を表－１１のとおりとすれば、標準

図は以下のように検索でき、構造寸法は図－１５のようになる。

本例の場合、高さ 3.0ｍに対する構造寸法を使用し、擁壁の下部を随時切断することによって

高さ 1.0 ｍまですりつける。

a b c d e

a b
c

d
e

10000 10000 10000 10000

40000

図－１４ 一 般 図

表－１１ 設計条件

擁 壁 高 1.00m～3.00m

裏込め土の種類 Ｃ１(礫質土)

盛 土 勾 配 1.5

高 さ 比 0.5

前 面 勾 配 0.00

擁 壁 延 長 40.0 ｍ

表－１２の索引表から設計条件の擁壁高、裏込め土の種類、盛土勾配、高さ比に該当する断面

形状番号を決定する。

表－１２ 索 引 表

1.000.750.500.250.00

280.03.00

水平 １：1.5

Ｃ１

0.6

擁
壁

高

H(m)

前
面
勾
配

N1

ペ
ー
ジ
数

底
版
幅

B(m)

高さ比 h/H

盛土勾配 N

裏込め土の種類

滑動摩擦係数 μ

GW35GW35GW35GW352.00

GW362.20

2.40

    断面形状番号は GW35となる。

100

1
:0
.
0

1
50
0

3
0
0
0

400

5
0
0

2
0
0

2000100 100

2
0
0

930100

1
0
0
0

5
0
0

50
0

W=10kN/m2 (載荷重)400

すりつけ

1:
1.
5

W=10kN/m2 (載荷重)

1
:
0.
0

図－１５ 断 面 図

30
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② 材料計算

伸縮目地を 10 ｍに１箇所設けるため１ブロック 10ｍとし、材料数量は各ブロックについて平

均して求める。

表－１３ 材 料 計 算

項 目 規 格 単位 材 料 摘 要

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 18-8-40BB m3

①ブロック

 １ｍ当り ：Ｖａ ＝ 3.600m3/m

 ：Ｖｂ ＝ 2.663m3/m

 ①ブロック当り ：(3.600＋2.663)/2×10.00 ｍ ＝ 31.3m3

②ブロック

 １ｍ当り ：Ｖｂ ＝ 2.663m3/m

 ：Ｖｃ ＝ 1.870m3/m

 ②ブロック当り ：(2.663＋1.870)/2×10.00 ｍ ＝ 22.7m3

③ブロック

 １ｍ当り ：Ｖｃ ＝ 1.870m3/m

 ：Ｖｄ ＝ 1.200m3/m

 ③ブロック当り ：(1.870＋1.200)/2×10.00 ｍ ＝ 15.4m3

④ブロック

 １ｍ当り ：Ｖｄ ＝ 1.200m3/m

 ：Ｖｅ ＝ 0.665m3/m

 ④ブロック当り ：(1.200＋0.665)/2×10.00 ｍ ＝ 9.3m3

合      計 ＝ 78.7m3

型 枠 無筋構造物 m2

①ブロック

 １ｍ当り ：Ａａ ＝ 6.400m2/m

 ：Ａｂ ＝ 5.332m2/m

 ①ブロック当り ：(6.400＋5.332)/2×10.00 ｍ ＝ 58.7m2

②ブロック

 １ｍ当り ：Ａｂ ＝ 5.332m2/m

 ：Ａｃ ＝ 4.268m2/m

 ②ブロック当り ：(5.332＋4.268)/2×10.00 ｍ ＝ 48.0m2

③ブロック

 １ｍ当り ：Ａｃ ＝ 4.268m2/m

 ：Ａｄ ＝ 3.200m2/m

 ③ブロック当り ：(4.268＋3.200)/2×10.00 ｍ ＝ 37.3m2

④ブロック

 １ｍ当り ：Ａｄ ＝ 3.200m2/m

 ：Ａｅ ＝ 2.132m2/m

 ④ブロック当り ：(3.200＋2.132)/2×10.00 ｍ ＝ 26.7m2

    端部型枠 ：3.600m2＋0.665m2 ＝ 4.3m2

合      計 ＝ 175.0m2

項 目 規 格 単位 材 料 摘 要

基 礎 材

再生切込砕石

RC-40

(t=0.2m)

m2

①ブロック

 １ｍ当り ：Ａａ ＝ 2.200m2/m

 ：Ａｂ ＝ 1.930m2/m

 ①ブロック当り ：(2.200＋1.930)/2×10.00 ｍ ＝ 20.7m2

②ブロック

 １ｍ当り ：Ａｂ ＝ 1.930m2/m

 ：Ａｃ ＝ 1.670m2/m

 ②ブロック当り ：(1.930＋1.670)/2×10.00 ｍ ＝ 18.0m2

③ブロック

 １ｍ当り ：Ａｃ ＝ 1.670m2/m

 ：Ａｄ ＝ 1.400m2/m

 ③ブロック当り ：(1.670＋1.400)/2×10.00 ｍ ＝ 15.4m2

④ブロック

 １ｍ当り ：Ａｄ ＝ 1.400m2/m

 ：Ａｅ ＝ 1.130m2/m

 ④ブロック当り ：(1.400＋1.130)/2×10.00 ｍ ＝ 12.7m2

      端部 ：2.200m2/m×0.10ｍ ＝ 0.2m2

      端部 ：1.130m2/m×0.10ｍ ＝ 0.1m2

合      計 ＝ 67.1m2

目 地 材 ｔ＝10㎜ m2

①～②ブロック ：(0.400 ｍ＋1.733 ｍ)/2×2.50 ｍ ＝ 2.7m2

②～③ブロック ：(0.400 ｍ＋1.467 ｍ)/2×2.00 ｍ ＝ 1.9m2

③～④ブロック ：(0.400 ｍ＋1.200 ｍ)/2×1.50 ｍ ＝ 1.2m2

合      計 ＝ 5.8m2

水抜ﾊﾟｲﾌﾟ

道路、その他

VPφ75
ｍ 設置する高さと間隔から求めること。

5.0m 以内

の間隔で

設ける

河川･砂防

VUφ75
ｍ

１箇所当りﾊﾟｲﾌﾟ長 ：(3.0-0.5）× 0.533 + 0.4 = 1.733 m

                         (1.0-0.5）× 0.533 + 0.4 = 0.667 m

          (0.400m＋1.733m＋0.400m＋0.667m)/4 ＝ 0.800 ｍ

延長当り箇所数 ：(2.500m2/m＋0.500m2/m)/2

  ×40.00m/2.0m2 ＝ 30 箇所

延長当りパイプ長 ：30箇所×0.800ｍ ＝ 24.0 ｍ

2.0m2

に１箇所

設ける
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（2）高さの低くなる方向にしたがって高さ比が大きくなる場合

 ①  図面の検索

図－１６に示す区間に現場打擁壁を設ける場合、設計条件を表－１４のとおりとすれば、標

準図は以下のように検索でき、構造寸法は図－１７のようになる。

なお、伸縮目地を 10ｍに１箇所設けるため、１ブロック 10 ｍとする。

a b c d

10000 10000

20000

a b c d

Ｂ区間Ａ区間

図－１６ 一 般 図

表－１４ 設計条件

擁 壁 高 1.00m～3.00m

裏込め土の種類 Ｃ１(礫質土)

盛 土 勾 配 1.5

高 さ 比 1.00～0.25

前 面 勾 配 0.00

擁 壁 延 長 20.0 ｍ

図－１６のＡ区間を例にとって図面の検索方法および断面形状の決定方法について説明する。

(a)ａ－ａおよびｂ－ｂ断面それぞれの設計条件を満足するものを表－１５の索引表により検

索する。

使用図面はａ－ａ断面は断面形状番号GW35、ｂ－ｂ断面は断面形状番号GW15 となり、構造

寸法関係は図－１７に示すとおりである。

表－１５

索 引 表（ａ－ａ断面のＨ＝3.0 ｍに対して）

1.000.750.500.250.00

280.03.00

水平 １：1.5

Ｃ１

0.6

擁
壁

高

H(m)

前
面
勾
配

N1

ペ
ー
ジ
数

底
版
幅

B(m)

高さ比 h/H

盛土勾配 N

裏込め土の種類

滑動摩擦係数 μ

GW35GW35GW35GW352.00

GW362.20

2.40

索 引 表（ｂ－ｂ断面のＨ＝2.0 ｍに対して）

1.000.750.500.250.00

270.02.00

水平 １：1.5

Ｃ１

0.6

擁
壁

高

H(m)

前
面
勾
配

N1

ペ
ー
ジ
数

底
版
幅

B(m)

高さ比 h/H

盛土勾配 N

裏込め土の種類

滑動摩擦係数 μ

GW15GW15GW15GW151.40

1.60

GW15

1
:
0.
0

1:1
.5

(1:0.533)

7
50

3
0
0
0

2000

400

ａ－ａ断面（GW35)

形状寸法
の変更1:

0
.
0

(a-a断
面
の
勾
配
に

あ
わ
せ
る
)

400

ｂ－ｂ断面

1:
0
.
0

1:1
.5

(1:0.50)

1
0
00

2
0
00

1400

400

ｂ－ｂ断面（GW15）

2
0
00

1
0
00

1470

1:1
.5

図－１７ 断 面 図

30

29
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(b) GW35 と GW15 を比較した場合、擁壁の背面勾配がちがうため型枠のねじれが生ずる。そこで、

    GW35 の勾配の方が緩いので、この勾配に合わせて GW15 の断面形状を図－１７のように変更する。

    Ｂ区間についても以上と同様な作業を行い、断面形状を決定する。図－１８にその結果を示す。

図－１８ 断 面 図

1:0.533

400

100 2000 100

7
5
0

30
0
0

20
0 5
0
0

1:
1.
5

1
:0

.
0

ａ－ａ断面(ＧＷ35)

1:0.533

400

100 1470 100

10
00

2
0
00

20
0 5
0
0

1:
1.
5

1
:0

.
0

ｂ－ｂ断面

100 1400 100

20
00

2
0
0 50

0

1:
0
.0

ｃ－ｃ断面(ＧＷ15)

400

100 900 100

10
00

2
0
0 50

0 1
:0

.
0

ｄ－ｄ断面

1:0.5

1:
1.
5

10
0
0

1:
1.
5

10
00

400

1:0.5
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② 材料計算

材料数量は各ブロックについて平均して求める。

表－１６ 材 料 計 算

項 目 規 格 単位 材 料 摘 要

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 18-8-40BB m3

①ブロック(A区間)

 １ｍ当り ：Ｖａ ＝ 3.600m3/m

 ：Ｖｂ ＝ 1.870m3/m

 ①ブロック当り ：(3.600＋1.870)/2×10.00 ｍ ＝ 27.4m3

②ブロック(B区間)

 １ｍ当り ：Ｖｃ ＝ 1.800m3/m

 ：Ｖｄ ＝ 0.650m3/m

 ②ブロック当り ：(1.800＋0.650)/2×10.00 ｍ ＝ 12.3m3

合      計 ＝ 39.7m3

型 枠 無筋構造物 m2

①ブロック(A区間)

 １ｍ当り ：Ａａ ＝ 6.400m2/m

 ：Ａｂ ＝ 4.268m2/m

 ①ブロック当り ：(6.400＋4.268)/2×10.00 ｍ ＝ 53.3m2

②ブロック(B区間)

 １ｍ当り ：Ａｃ ＝ 4.236m2/m

 ：Ａｄ ＝ 2.118m2/m

 ②ブロック当り ：(4,236＋2.118)/2×10.00 ｍ ＝ 31.8m2

    端部型枠 ：3.600m2 + 1.870m2 - 1.800m2 ＋ 0.650m2＝ 4.3m2

合      計 ＝ 89.4m2

基 礎 材

再生切込砕石

RC-40

(t=0.2m)

m2

①ブロック(A区間)

 １ｍ当り ：Ａａ ＝ 2.200m2/m

 ：Ａｂ ＝ 1.670m2/m

 ①ブロック当り ：(2.200＋1.670)/2×10.00 ｍ ＝ 19.4m2

②ブロック(B区間)

 １ｍ当り ：Ａｃ ＝ 1.600m2/m

 ：Ａｄ ＝ 1.100m2/m

 ②ブロック当り ：(1.600＋1.100)/2×10.00 ｍ ＝ 13.5m2

      端部 ：2.200m2/m×0.10ｍ ＝ 0.2m2

      端部 ：1.100m2/m×0.10ｍ ＝ 0.1m2

合      計 ＝ 33.2m2

目 地 材 ｔ＝10㎜ m2

①～②ブロック ：(0.400 ｍ＋1.400 ｍ)/2×2.00 ｍ ＝ 1.8m2

合      計 ＝ 1.8m2

項 目 規 格 単位 材 料 摘 要

水抜ﾊﾟｲﾌﾟ

道路、その他

VPφ75
ｍ 設置する高さと間隔から求めること。

5.0m 以内

の間隔で

設ける

河川･砂防

VUφ75
ｍ

①ブロック(A区間)

１ヶ所当りパイプ長 ：(3.0-0.5）× 0.533 + 0.4 = 1.733

                     (2.0-0.5）× 0.533 + 0.4 = 1.200

                     (0.400m＋1.733m＋0.400m＋1.200m)/4 ＝ 0.933 ｍ

ブロック長当り箇所数 ：(2.500m2/m＋1.500m2/m)/2

  ×10.00m/2.0m2 ＝ 10 箇所

ブロック当りパイプ長 ：10箇所×0.933ｍ ＝ 9.3 ｍ

②ブロック(B区間)

１ヶ所当りパイプ長 ：(2.0-0.5）× 0.500 + 0.4 = 1.150

                        (1.0-0.5）× 0.500 + 0.4 = 0.650

                   (0.400m＋1.150m＋0.400m＋0.650m)/4 ＝   0.650 ｍ

ブロック長当り箇所数 ：(1.500m2/m＋0.500m2/m)/2

  ×10.00m/2.0m2 ＝ 5 箇所

ブロック当りパイプ長 ：5箇所×0.650 ｍ ＝ 3.3 ｍ

合      計 ＝ 12.6 ｍ

2.0m2

に１箇所

設ける
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前面に水位がある 場合

図面番号

記 号

コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積み

兵 庫 県

1-1-1

直高 控長
裏込め

ｺﾝｸﾘ ﾄー厚さ

ｺﾝｸﾘ ﾄー

ﾌﾞ ﾛｯｸ基礎高

H a b ｈ 2

( ｍ ) ( mm) ( mm) ( mm)

1： 0. 3 1： 0. 4 1： 0. 5

1. 00 350 50 280 1, 044 ( 1, 077) ( 1, 118)

1. 50 350 50 280 1, 566 ( 1, 616) ( 1, 677)

2. 00 350 100 300 － 2, 154 ( 2, 236)

2. 50 350 100 300 － 2, 693 ( 2, 795)

3. 00 350 100 300 － 3, 231 ( 3, 354)

3. 50 350 150 350 － － 3, 913

4. 00 350 150 350 － － 4, 472

4. 50 350 150 350 － － 5, 031

5. 00 350 150 350 － － 5, 590

1. 00 350 50 280

1. 50 350 50 280

2. 00 350 100 300 ( 2, 154) ( 2, 236)

2. 50 350 100 300 2, 610 ( 2, 693) ( 2, 795)

3. 00 350 100 300 3, 132 ( 3, 231) ( 3, 354)

3. 50 350 150 350 － 3, 770 ( 3, 913)

4. 00 350 150 350 － 4, 308 ( 4, 472)

4. 50 350 150 350 － 4, 847 ( 5, 031)

5. 00 350 150 350 － 5, 385 ( 5, 590)

5. 50 350 200 400 － － 6, 149

6. 00 350 200 400 － － 6, 708

6. 50 350 200 400 － － 7, 267

7. 00 － 7, 826

法長

SL

N1( 前面勾配)

背面
( mm)

切

土

盛

土

寸法及び材料表

350 200 400 －

1, 044

1, 566

( 1, 077)

( 1, 616)

( 1, 118)

( 1, 677)

2, 088

天端コ ン ク リ ート

積ブロ ッ ク

胴込めコ ン ク リ ート

裏込めコ ン ク リ ート

裏込め材

100 B 100
B+200

300
b

a

a
b

H
h
2

SL

最
深

河
床

高
に

よ
り

設
定

1
0
0

1
:
(
N
1
-
0
.
1
)

1: N1

コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積み 道路・ その他

道路・ その他

注１ ． （ ） 内はすり つけ区間に使用する 。

２ . 基礎工天端高は、 洪水時に洗掘が生じ ても 護岸基礎の浮き 上がり が生じ ないよ う

過去の実績や調査研究成果等を利用し て、 洪水時に推定さ れる 最大洗堀深を 考慮し て
設定し た最深河床の評価高と する 。
最深河床高の評価方法と し ては、 過去の実績や調査研究成果等を
基にし た次の方法によ り 推定する のが一般的である 。
・ 方法１ ： 経年的な河床変動から の評価
・ 方法２ ： 既往研究成果から の評価
・ 方法３ ： 数値計算によ る 評価
・ 方法４ ： 移動床推理模型実験によ る 評価
こ れら の方法の中から 、 河床変動データ の所在状況、 河道特性
設計対象区間の重要性等を 勘案し て適切な方法を 用いる 。

h
1=

5
0
0

～
1
5
0
0
m
m

根入れが深く なる 場合には、 根固め工を設置する こ と で
基礎工天端高を 高く する 方法も 検討する こ と が必要である 。

前面に水位がない場合

胴込めコ ン ク リ ート

積ブ ロ ッ ク

天端コ ン ク リ ート

裏込めコ ン ク リ ート

裏込め材

1
:
(
N
1
-
0
.
1
)

300
b

a

H

SL

h
1
=
3
00

m
m

根
入

れ
深

さ

h
2

a
b

100 100B

B+200

1
:
(
N
1
-
0
.
1
)

( 切土の 場合)
斜線部： 地山( 掘削時には極力緩めな いよ う に)

横線部： 埋戻し ＋締固め

( 盛土の 場合)

斜線部・ 横線部： 良質土盛土＋締固め

1
0
0

1
0
0

1: N1

水抜き パイ プ ( 1箇所/2㎡)

道路そ の 他： VPφ75

砂防・ 河川： VUφ75
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コ ン ク リ ート ブロ ッ ク 積み 河川・ 砂防

天端コ ン ク リ ート

積ブロ ッ ク

胴込めコ ン ク リ ート

裏込めコ ン ク リ ート

裏込め材

前面に水位がある 場合

100 B 100
B+200

図面番号

記 号

兵 庫 県

300
b

a

a
b

H
h
2

SL

最
深

河
床

高
に

よ
り

設
定

1
0
0

1
:
(
N
1
-
0
.
1
)

1
0
0

1: N1

1-1-2

コ ン ク リ ート ブロ ッ ク 積み 河川・ 砂防

注１ ． 河川・ 砂防事業（ 天端に管理用通路がある 場合を含む） の護岸工事については原則と し て裏込コ ンク リ ート を施工し ない。
ただし 、 護岸に輪荷重の影響がある 場合や土質条件が悪い場合は、 道路・ その他の基準を適用する 。

２ . （ ） 内はすり つけ区間に使用する 。

３ . 基礎工天端高は、 洪水時に洗掘が生じ ても 護岸基礎の浮き 上がり が生じ ないよ う
過去の実績や調査研究成果等を利用し て、 洪水時に推定さ れる 最大洗堀深を考慮し て
設定し た最深河床の評価高と する 。
最深河床高の評価方法と し ては、 過去の実績や調査研究成果等を
基にし た次の方法によ り 推定する のが一般的である 。
・ 方法１ ： 経年的な河床変動から の評価
・ 方法２ ： 既往研究成果から の評価
・ 方法３ ： 数値計算によ る 評価
・ 方法４ ： 移動床推理模型実験によ る 評価
こ れら の方法の中から 、 河床変動データ の所在状況、 河道特性
設計対象区間の重要性等を 勘案し て適切な方法を用いる 。

直高 控長
裏込め

ｺﾝｸﾘ ﾄー厚さ

ｺﾝｸﾘ ﾄー

ﾌﾞ ﾛｯｸ基礎高

H a b ｈ 2

( ｍ ) ( mm) ( mm) ( mm)

1： 0. 3 1： 0. 4 1： 0. 5

1. 00 350 無し 250 1, 044 ( 1, 077) ( 1, 118)

1. 50 350 無し 250 1, 566 ( 1, 616) ( 1, 677)

2. 00 350 無し 250 － 2, 154 ( 2, 236)

2. 50 350 無し 250 － 2, 693 ( 2, 795)

3. 00 350 無し 250 － 3, 231 ( 3, 354)

3. 50 350 無し 250 － － 3, 913

4. 00 350 無し 250 － － 4, 472

4. 50 350 無し 250 － － 5, 031

5. 00 350 無し 250 － － 5, 590

1. 00 350 無し 250

1. 50 350 無し 250

2. 00 350 無し 250 2, 154 ( 2, 236)

2. 50 350 無し 250 － 2, 693 ( 2, 795)

3. 00 350 無し 250 － 3, 231 ( 3, 354)

3. 50 350 無し 250 － － 3, 913

4. 00 350 無し 250 － － 4, 472

4. 50 350 無し 250 － － 5, 031

5. 00 350 無し 250 － － 5, 590

5. 50 350 200 400 － － 6, 149

6. 00 350 200 400 － － 6, 708

6. 50 350 200 400 － － 7, 267

7. 00 － 7, 826

法長

SL

N1( 前面勾配)

背面
( mm)

切

土

盛

土

寸法及び材料表

350 200 400 －

1, 044

1, 566

( 1, 077)

( 1, 616)

( 1, 118)

( 1, 677)

－

h
1
=

5
0
0

～
1
5
0
0
m
m

根入れが深く なる 場合には、 根固め工を設置する こ と で
基礎工天端高を高く する 方法も 検討する こ と が必要である 。
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コ ン ク リ ート ブロ ッ ク 基礎 天端コ ン ク リ ート

100

h
2

1
0
0

a=350

b

コ ンク リ ート ブロ ッ ク 基礎 K型 ( 積ブロ ッ ク 用)

c=300

b

a=350

b2

1
0
0

b1

1
:
N
1

1
:
(
N
1
-
0
.
1
)

天端コ ンク リ ート

記号 b( mm)

寸法表( mm) 材料表 ( 10m当た り )

摘要
h B

寸法及び材料表

K-2 50 280 480 1. 00 3. 8

2 ｺﾝｸﾘ ﾄー( m ) 型枠( m )

K-3 100

K-4 150 350 550 1. 36 4. 5

K-5 200 400 590 1. 63 5. 0

300 520 1. 14 4. 0

記号 勾配
寸法表( mm) 材料表( 10m当た り )

摘要
b b1 b2

T-1

寸法及び材料表

T-2

T-3

T-4

T-5

T-6

740 750 0. 75 2. 1

100 790 800 0. 80 2. 1

100 810 820 0. 82 2. 1

150 870 880 0. 88 2. 1
300

c( mm)
型枠( m )ｺﾝｸﾘ ﾄー( m )

150 900 910 0. 91 2. 2

200 950 960 0. 96 2. 2

50

[ 現場打仕様]

１ ． コ ンク リ ート

２ ． 型枠 小型構造物

基礎 １ ８ －８ －４ ０ Ｂ Ｂ

天端 １ ８ －１ ２ －２ ０ Ｂ Ｂ

記号 a( mm)

寸法表( mm)

摘要
N1 h3 B

A-1

120

1. 0 420 380 1. 87 10. 3

寸法及び材料表

A-2 1. 2 410 380 1. 86 10. 3

A-3 1. 5 400 370 1. 82 10. 2

A-4 1. 8～2. 0 390 350 1. 72 10. 1

A-5

180

1. 0 370 430 2. 07 10. 5

A-6 1. 2 360 420 2. 02 10. 4

A-7 1. 5 350 400 1. 93 10. 3

A-8 1. 8～2. 0 340 380 1. 84 10. 2

a
2001: N1

コ ンク リ ート ブロ ッ ク 基礎 A型（ 平張ブロ ッ ク 用）

ｺﾝｸﾘ ﾄー( m ) 型枠( m )

5
0
0

h
3

300

0. 5

B

(
1
00

)

1
00

100 100

基礎材

兵 庫 県

図面番号

コ ン ク リ ート ブ ロ ッ ク 基礎、 天端コ ン ク リ ート

記 号 K型, A型, T型

3. 50. 83430250－K-1

(
1
0
0
)

1
0
0

100 B 100

－ 730 740 0. 74 2. 2

0. 4

0. 3

－

－

2. 1

2. 1

700 710 0. 71

680 690 0. 69

T-7

T-8

T-9

基礎砕石( m )

基礎材

均し コ ン ク リ ート

( m )
型枠( m )

0. 7

0. 8

0. 8

0. 7

0. 6

0. 68

0. 75

0. 79

0. 72

0. 63

2. 0

2. 0

2. 0

2. 0

2. 0

基礎材

均し コ ンク リ ート

( m )
型枠( m )

0. 6

0. 6

0. 6

0. 6

0. 6

0. 57

0. 63

0. 62

0. 55

0. 58

2. 0

2. 0

2. 0

2. 0

2. 0

基礎砕石( m )

材料表 ( 10m当た り )

0. 6 0. 60 2. 0

0. 6 0. 58 2. 0

0. 6 0. 58 2. 0

1-1-3

使用する 。

注． ( ) 内は均し コ ンク リ ート 厚さ 。

3 2

3

3

3

3

23
3

2

2

必要と 判断さ れる 場合は、 基礎砕石に替えて均し コ ンク リ ート （ t =10cm） を

現場条件（ 前面に水田等が位置する 場合や地盤が軟弱な場合など ） によ り
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寸法表

練 張

900 1. 0 1, 280 500

d N1 b4 T SL

900 1. 2 1, 410 500

900 1. 5 1, 630 500

900 1. 8 1, 860 500

900 2. 0 2, 020 500

600 1. 0 850 500

600 1. 2 940 500

600 1. 5 1, 090 500

600 1. 8 1, 240 500

600 2. 0 1, 350 500

平 張

( H+600) ×1, 414

( H+600) ×1, 562

( H+600) ×1, 803

( H+600) ×2, 059

( H+600) ×2, 236

( H+600) ×1, 414

( H+600) ×1, 562

( H+600) ×1, 803

( H+600) ×2, 059

( H+600) ×2, 236

1:
N1

1
:
N
1

1
:
(
N
1
-
0
.
1
)

コ ンク リ ート ブロ ッ ク 張用

コ ン ク リ ート ブロ ッ ク 積み用（ 前面に水位がない場合）

コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積み用（ 前面に水位がある 場合）

１ ８ － ８ －４ ０ Ｂ Ｂ

無筋コ ン ク リ ート

ブ ロ ッ ク 形式

２ ． 軟岩（ Ⅰ） 以上に岩着さ せる 場合は、 裏込め材及び天端コ ンク リ ート の形状に合わせる こ と と し 、 別途設計する こ と 。
注１ ． 根入れ深さ ｈ １ は土砂では３ ０ ０ ｍｍと する 。

図面番号

記 号

小口止（ 止壁）

兵 庫 県

小口止（ 止壁）

1, 000

b4

T

T

b1

b2

b3

H

h
1

h
2

T

b4

b4

H
5
0
0

SL

S
L

S
LH

h
2

d

a+b

a+b+c

b5

1
0
0

1
0
0

1
:
N
1

1
:
(
N
1
-
0
.
1
)

寸法及び材料表

注１ ． 軟岩Ⅰ以上が露岩する と き は、 ブロ ッ ク 積み控長aを確保し たう えで、 断面を省略し 着岩する 。

材料表 材料表 材料表

N1＝ 0. 3 N1＝ 0. 4 N1＝ 0. 5

ｺﾝｸﾘ ﾄー 型枠 ｺﾝｸﾘ ﾄー 型枠 ｺﾝｸﾘ ﾄー 型枠

( m )

1. 00 350 50 300 300 280 300 1, 450 740 810 420 0. 25 2. 09 1, 490 760 830 440 0. 26 2. 16 1, 550 790 860 450 0. 27 2. 23

1. 50 350 50 300 300 280 300 1, 970 740 860 420 0. 37 3. 08 2, 030 760 880 440 0. 38 3. 18 2, 110 790 910 450 0. 40 3. 29

2. 00 350 100 300 300 300 300 2, 510 790 960 470 0. 54 4. 39 2, 590 810 980 490 0. 56 4. 51 2, 690 840 1, 010 510 0. 58 4. 67

2. 50 350 100 300 300 300 300 3, 030 790 1, 010 470 0. 69 5. 53 3, 130 810 1, 030 490 0. 71 5. 67 3, 250 840 1, 060 510 0. 73 5. 87

3. 00 350 100 300 300 300 300 3, 550 790 1, 060 470 0. 85 6. 72 3, 670 810 1, 080 490 0. 87 6. 89 3, 810 840 1, 110 510 0. 90 7. 12

3. 50 350 150 300 300 350 300 － － － － － － 4, 260 870 1, 190 540 1. 11 8. 68 4, 420 900 1, 220 560 1. 14 8. 95

4. 00 350 150 300 300 350 300 － － － － － － 4, 800 870 1, 240 540 1. 29 10. 06 4, 980 900 1, 270 560 1. 33 10. 36

4. 50 350 150 300 300 350 300 － － － － － － 5, 340 870 1, 290 540 1. 48 11. 48 5, 540 900 1, 320 560 1. 52 11. 83

5. 00 350 150 300 300 350 300 － － － － － － 5, 870 870 1, 340 540 1. 68 12. 96 6, 100 900 1, 370 560 1. 73 13. 34

5. 50 350 200 300 300 400 300 － － － － － － － － － － － － 6, 710 960 1, 480 620 2. 05 15. 69

6. 00 350 200 300 300 400 300 － － － － － － － － － － － － 7, 270 960 1, 530 620 2. 28 17. 37

6. 50 350 200 300 300 400 300 － － － － － － － － － － － － 7, 830 960 1, 580 620 2. 51 19. 09

7. 00 350 200 300 300 400 300 － － － － － － － － － － － － 8, 390 960 1, 630 620 2. 75 20. 86

寸法表( mm)寸法表( mm)

H( m) b ｈ 2
SL b1 b2

寸法表( mm)

b2b1SL
ca ｈ 1

b3
T

b3 b3SL b1 b2

寸法及び材料表

1
0
0

N1＝ 0. 3 N1＝ 0. 4 N1＝ 0. 5

ｺﾝｸﾘ ﾄー 型枠 ｺﾝｸﾘ ﾄー 型枠 ｺﾝｸﾘ ﾄー 型枠

1. 00 50 280 500 1, 450 1, 050 1, 190 0. 77 3. 82 1, 490 1, 080 1, 220 0. 79 3. 92 1, 550 1, 120 1, 260 0. 82 4. 06

1. 50 50 280 500 1, 970 1, 050 1, 240 1. 08 5. 29 2, 030 1, 080 1, 270 1. 10 5. 43 2, 110 1, 120 1, 310 1. 14 5. 62

2. 00 100 300 500 2, 510 1, 050 1, 290 1. 40 6. 87 2, 590 1, 080 1, 320 1. 44 7. 06 2, 690 1, 120 1, 360 1. 49 7. 30

2. 50 100 300 500 3, 030 1, 050 1, 340 1. 73 8. 45 3, 130 1, 080 1, 370 1. 78 8. 67 3, 250 1, 120 1, 410 1. 83 8. 96

3. 00 100 300 500 3, 550 1, 050 1, 390 2. 07 10. 07 3, 670 1, 080 1, 420 2. 13 10. 34 3, 810 1, 120 1, 460 2. 19 10. 68

3. 50 150 350 500 － － － － － 4, 260 1, 080 1, 480 2. 53 12. 24 4, 420 1, 120 1, 520 2. 61 12. 64

4. 00 150 350 500 － － － － － 4, 800 1, 080 1, 530 2. 90 14. 01 4, 980 1, 120 1, 570 2. 99 14. 46

4. 50 150 350 500 － － － － － 5, 340 1, 080 1, 580 3. 29 15. 84 5, 540 1, 120 1, 620 3. 39 16. 33

5. 00 150 350 500 － － － － － 5, 870 1, 080 1, 630 3. 69 17. 70 6, 100 1, 120 1, 670 3. 80 18. 26

5. 50 200 400 500 － － － － － － － － － － 6, 710 1, 120 1, 720 4. 26 20. 40

6. 00 200 400 500 － － － － － － － － － － 7, 270 1, 120 1, 770 4. 70 22. 42

6. 50 200 400 500 － － － － － － － － － － 7, 830 1, 120 1, 820 5. 15 24. 50

7. 00 200 400 500 － － － － － － － － － － 8, 390 1, 120 1, 870 5. 61 26. 62

1. 00 0 250 500 1, 410 1, 050 1, 190 0. 76 3. 73 1, 460 1, 080 1, 220 0. 78 3. 84 1, 510 1, 120 1, 260 0. 80 3. 97

1. 50 0 250 500 1, 940 1, 050 1, 240 1. 06 5. 21 2, 000 1, 080 1, 270 1. 09 5. 35 2, 070 1, 120 1, 310 1. 12 5. 53

2. 00 0 250 500 2, 460 1, 050 1, 290 1. 37 6. 73 2, 540 1, 080 1, 320 1. 41 6. 91 2, 630 1, 120 1, 360 1. 46 7. 14

2. 50 0 250 500 2, 980 1, 050 1, 340 1. 70 8. 30 3, 070 1, 080 1, 370 1. 75 8. 52 3, 190 1, 120 1, 410 1. 80 8. 81

3. 00 0 250 500 3, 500 1, 050 1, 390 2. 04 9. 92 3, 610 1, 080 1, 420 2. 09 10. 18 3, 750 1, 120 1, 460 2. 16 10. 52

3. 50 0 250 500 － － － － － 4, 150 1, 080 1, 470 2. 45 11. 89 4, 310 1, 120 1, 510 2. 53 12. 28

4. 00 0 250 500 － － － － － 4, 690 1, 080 1, 520 2. 83 13. 66 4, 870 1, 120 1, 560 2. 91 14. 09

4. 50 0 250 500 － － － － － 5, 230 1, 080 1, 570 3. 21 15. 47 5, 430 1, 120 1, 610 3. 31 15. 96

5. 00 0 250 500 － － － － － 5, 770 1, 080 1, 620 3. 61 17. 33 5, 990 1, 120 1, 660 3. 72 17. 87

5. 50 0 250 500 － － － － － － － － － － 6, 550 1, 120 1, 710 4. 14 19. 83

6. 00 0 250 500 － － － － － － － － － － 7, 100 1, 120 1, 760 4. 57 21. 84

6. 50 0 250 500 － － － － － － － － － － 7, 660 1, 120 1, 810 5. 02 23. 90

7. 00 0 250 500 － － － － － － － － － － 8, 220 1, 120 1, 860 5. 48 26. 01

区

分

道

路

・

そ

の

他

河

川

・

砂

防

b4 b5b4SL b5b5

寸法表( ｍ ｍ )

H( m) b ｈ 2 T
SLSL b4

材料表 ( 1基当た り ) 寸法表( mm) 材料表 ( 1基当た り ) 寸法表( mm) 材料表 ( 1基当た り )

（ 平板ブロ ッ ク ａ ＝１ ８ ０ ｍｍ、 練張り ブロ ッ ク a＝３ ５ ０ ｍｍ）

[ 現場打仕様]

１ ． コ ンク リ ート

２ ． 型枠

( 1基当た り )( 1基当たり )( 1基当た り )

1-1-4

3 ( m )2 ( m )
3

( m )
2 ( m )

3 ( m )2

( m )3 ( m )
2

( m )
3 ( m )

2
( m )

3 ( m )2
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小口止（ 隔壁）

寸法表

コ ンク リ ート ブロ ッ ク 張用（ 平板ブロ ッ ク ａ ＝１ ８ ０ ｍｍ、 練張り ブロ ッ ク a＝３ ５ ０ ｍｍ）

練 張

350 1. 0 780 300

ブロ ッ ク 形式 a N1 b4 T

350 1. 2 860 300

350 1. 5 1, 000 300

350 1. 8 1, 140 300

350 2. 0 1, 230 300

180 1. 0 570 300

180 1. 2 630 300

180 1. 5 730 300

180 1. 8 830 300

180 2. 0 900 300

平 張

( H+600) ×1, 562

( H+600) ×1, 803

( H+600) ×2, 059

( H+600) ×2, 236

( H+600) ×1, 414

( H+600) ×1, 562

( H+600) ×1, 803

( H+600) ×2, 059

( H+600) ×2, 236

コ ンク リ ート ブロ ッ ク 積み用（ 前面に水位ある 場合）

注． 軟岩Ⅰ以上が露岩する と き は、 ブロ ッ ク 積み控長aを確保し たう えで、 断面を省略し 着岩する 。

200

c

200

200

200

200

220

220

220

220

220

1
:
(
N
1
-
0
.
1
)

1
:
N
1

1:
N1

( H+600) ×1, 414

図面番号

記 号

小口止（ 隔壁）

兵 庫 県

SL

T

b1

b3

T

b4

b4

5
0
0

H

H
h
2

SL

S
L

a+c

a+b+c

1
00

材料表 ( 1基当た り ) 材料表 ( 1基当た り ) 材料表 ( 1基当た り )

N1＝ 0. 3 N1＝ 0. 4 N1＝ 0. 5

ｺﾝｸﾘ ﾄー 型枠 ｺﾝｸﾘ ﾄー 型枠 ｺﾝｸﾘ ﾄー 型枠

( m )

1. 00 350 50 300 280 300 1, 450 740 880 0. 34 2. 67 1, 490 760 900 0. 34 2. 74 1, 550 790 930 0. 36 2. 84

1. 50 350 50 300 280 300 1, 970 740 930 0. 47 3. 73 2, 030 760 950 0. 48 3. 82 2, 110 790 980 0. 50 3. 96

2. 00 350 100 300 300 300 2, 510 790 1, 030 0. 66 5. 12 2, 590 810 1, 050 0. 67 5. 24 2, 690 840 1, 080 0. 69 5. 42

2. 50 350 100 300 300 300 3, 030 790 1, 080 0. 81 6. 33 3, 130 810 1, 100 0. 83 6. 48 3, 250 840 1, 130 0. 86 6. 69

3. 00 350 100 300 300 300 3, 550 790 1, 130 0. 98 7. 59 3, 670 810 1, 150 1. 00 7. 77 3, 810 840 1, 180 1. 03 8. 01

3. 50 350 150 300 350 300 － － － － － 4, 260 870 1, 270 1. 27 9. 73 4, 420 900 1, 300 1. 30 10. 02

4. 00 350 150 300 350 300 － － － － － 4, 800 870 1, 320 1. 46 11. 19 4, 980 900 1, 350 1. 50 11. 51

4. 50 350 150 300 350 300 － － － － － 5, 340 870 1, 370 1. 66 12. 69 5, 540 900 1, 400 1. 71 13. 05

5. 00 350 150 300 350 300 － － － － － 5, 870 870 1, 420 1. 87 14. 24 6, 100 900 1, 450 1. 92 14. 64

5. 50 350 200 300 400 300 － － － － － － － － － － 6, 710 1, 560 2. 27 17. 13

6. 00 350 200 300 400 300 － － － － － － － － － － 7, 270 1, 610 2. 51 18. 89

6. 50 350 200 300 400 300 － － － － － － － － － － 7, 830 1, 660 2. 75 20. 69

7. 00 350 200 300 400 300 － － － － － － － － － － 8, 390 1, 710 3. 00 22. 54

1. 00 350 0 300 250 300 1, 410 680 820 0. 30 2. 45 1, 460 850 0. 32 2. 54 1, 510 870 0. 32 2. 61

1. 50 350 0 300 250 300 1, 940 680 870 0. 43 3. 45 2, 000 900 0. 45 3. 58 2, 070 920 0. 46 3. 67

2. 00 350 0 300 250 300 2, 460 680 920 0. 56 4. 50 2, 540 950 0. 59 4. 66 2, 630 970 0. 60 4. 78

2. 50 350 0 300 250 300 2, 980 680 970 0. 71 5. 60 3, 070 1, 000 0. 73 5. 79 3, 190 1, 020 0. 75 5. 94

3. 00 350 0 300 250 300 3, 500 680 1, 020 0. 85 6. 75 3, 610 1, 050 0. 88 6. 98 3, 750 1, 070 0. 90 7. 16

3. 50 350 0 300 250 300 － － － － － 4, 150 1, 100 1. 05 8. 21 4, 310 1, 120 1. 07 8. 42

4. 00 350 0 300 250 300 － － － － － 4, 690 1, 150 1. 21 9. 50 4, 870 1, 170 1. 24 9. 73

4. 50 350 0 300 250 300 － － － － － 5, 230 1, 200 1. 39 10. 83 5, 430 1, 220 1. 42 11. 09

5. 00 350 0 300 250 300 － － － － － 5, 770 1, 250 1. 57 12. 22 5, 990 1, 270 1. 61 12. 50

5. 50 350 0 300 250 300 － － － － － － － － － － 6, 550 1, 320 1. 80 13. 96

6. 00 350 0 300 250 300 － － － － － － － － － － 7, 100 1, 370 2. 00 15. 47

6. 50 350 0 300 250 300 － － － － － － － － － － 7, 660 1, 420 2. 21 17. 03

7. 00 350 0 300 250 300 － － － － － － － － － － 8, 220 1, 470 2. 43 18. 64

河

川

・

砂

防

道

路

・

そ

の

他

区

分

寸法表( mm) 寸法表( mm)寸法表( mm)

H( m) b ｈ 2 T
SL b1 b3b1SL

a c
SL b1 b3b3

10
0

1-1-5

１ ８ － ８ －４ ０ Ｂ Ｂ

無筋コ ン ク リ ート

[現場打仕様]

１ ． コ ンク リ ート

２ ． 型枠

寸法及び材料表

3
( m )

2 3
( m ) ( m )

2 3
( m ) ( m )

2

950

950

700

700

700

700

950

950

700

700

700

700

700

730

730

730

730

730

730

730

730

730

730

730

730

730

－19－
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Ｈ Ｃ Ｎ ｑ Ｂ Ｍ ｅＮ Ｉ

( 擁壁高)

( ｍ )

裏込め土

の 種類
前面勾配 盛土勾配 高さ 比

載荷重

( ｍ ) ( kN) ( ｍ )

ｑ 1底版幅 鉛直力 水平力 モーメ ント 偏心距離 断面形

状番号

Ｎ Ｆ Ｈ Ｆ

ｑ 2

地盤反力度 Ｆ ｓ Ｓ Ｇ Ｗ

Ｃ １
水平

Ｓ Ｇ Ｗ

断面形状番号

Ｈ Ｂ 型枠 基礎材

Ｓ Ｇ Ｗ１

Ｓ Ｇ Ｗ２

Ｓ Ｇ Ｗ３

滑 動 安 全 率

載 荷 重

高 さ 比

盛 土 勾 配

裏 込 土 の 種 類

盛 土 高

擁 壁 高

土 砂

項 目 記号 数 値

H

h

C

1: N

h/H

q

Fs

記号

m

m

23

18

1. 5

δｃ ｋ

滑 動 摩 擦 係 数 μ 0. 6

h/H

Ｃ ２
水平

（ １ ｍ 当た り ） （ １ ｍ 当た り ）

( ｍ ) ( ｍ )

0or 3. 5

０ ． １ ２ ５ １ ． ０ ３ ９

０ ． １ ３ ８ １ ． ０ ５ ９

０ ． ０ ８ ３

０ ． ０ ９ ０ ０ ． ２ ０ ０

０ ． ５ ０ ０ ． ３ ０ ０ ． １ １ ３ １ ． ０ ２ ２

０ ． ５ ０ ０ ． ３ ５

０ ． ５ ０ ０ ． ４ ０

０ ． ０ ０

１ ． ０ ０

０ ． ３ ０ ０ ３ ． ２ １

４ ． ２ ３

４ ． ７ ２

１ ． ３ ５

１ ． ８ ４

０ ． ０ ４ ６ ２ １ １ ２ ． ５ ９

１ ． ８ ８

１ ． ５ ４

Ｓ Ｇ Ｗ１

Ｓ Ｇ Ｗ２

Ｓ Ｇ Ｗ２

０ ． ０ ４ ８

０ ． ０ ４ ９

０ ． ０ ０

０ ． ０ ０ ３ ． ５ ０ ０ ． ３ ５ ０

０ ． ７ ４ ５ ０ ． １ ４ ８

０ ． ２ ０ ２ ２ ２ ２

３ ． ５ ０ ０ ． ３ ５ ０ ０ ． ２ ３ １ ２ ５ ２

０ ． ０ ０

１ ． ０ ０

０ ． ３ ５ ０ ３ ． ６ ７

４ ． ２ ５

５ ． ３ ９

１ ． ５ ４

２ ． １ １

０ ． ０ ５ １ ２ ０ １ ２ ． ４ ８

１ ． ６ ６

１ ． ５ ３

Ｓ Ｇ Ｗ２

Ｓ Ｇ Ｗ２

Ｓ Ｇ Ｗ３

０ ． ０ ５ ５

０ ． ０ ４ ８

０ ． ０ ０

０ ． ０ ０ ３ ． ５ ０ ０ ． ３ ５ ０

０ ． ８ ８ ７ ０ ． １ ８ ７

０ ． ２ ３ ２ ２ ４ １

３ ． ５ ０ ０ ． ４ ０ ０ ０ ． ２ ５ ９ ２ ３ ４

０ ． ５ ０ ０ ． ０
１ ． ５

１ ． ８

単位体積重量
コ ンク リ ート

コ ン ク リ ート 設計基準強度

コ ン ク リ ート

( kN. m)
滑動安全率

1
:
0
.
0

1
:
0
.
0

1
:
0
.
0

1
:
N
1

1:
N

Ｈ Ｆ 算出点

Ｎ Ｆ

Ｍ

ｑ 1

現場打小型擁壁 （ Ｈ＝０ ． ５ ）

１ ． 本図は、 １ ｍ当たり の設計であり 地震を考慮し ていない。

２ ． 中間の設計条件に対し ては、 直近上位のも のを使用する こ と 。

４ ． 水抜孔などの排水工は、 現場の状況に応じ て別途設計する こ と 。

５ ． 伸縮目地の間隔は１ ０ ｍ以下と する こ と 。

いる が、 基礎地盤の状況に応じ て別途検討し 、 材料、 敷厚及び数量を該当する

３ ． 基礎材は、 再生切込砕石と 均し コ ンク リ ート を使用し た場合の数量を記入し て

SGW1 SGW2 SGW3

寸法表 材料表

設計条件

注

１
：

０
．

３

１
：

０
．

４

１
：

０
．

５

７ ． 前面に水田等が位置し 、 基礎砕石から の漏水が懸念さ れる よ う な遮水性を必要
図面番号 1-2-1( 1)

記 号

現場打小型擁壁（ Ｈ＝０ ． ５ ）

兵 庫 県

( kN)

150

100

300

100

150

100

350

100

150

100

400

100

5
0
0

1
5
0

5
0
0

1
50

5
0
0

1
5
0

h
H

B/2 B/2

B

e

ｑ 2

(
1
0
0
)

(
1
0
0
)

(
1
0
0
)

SGW

と する 箇所には、 基礎砕石に替えて均し コ ンク リ ート （ t =10ｃ ｍ） を使用する 。

( m ) 基礎砕石( m )

kN/m

kN/m

N/mm

型枠( m )

kN/m

ｑ ( 載荷重 ０ or ３ ． ５ ｋ Ｎ ／ｍ ２ )

均し コ ン ク リ ート

０ ． ０ ５ ０

０ ． ０ ５ ５

０ ． ０ ６ ０

０ ． ０ ７ ５

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

箇所に明記する こ と 。

６ ． 収縮目地( 施工目地) は、 擁壁前背面の両面に５ ｍ以下の間隔で、 深さ 約1. 5cm

のV字型の切り みぞを 付けた目地構造を標準と する 。

※( ) 内は均し コ ンク リ ート 厚さ 。 注７ を参照する こ と 。

2 2 2

3
( m )

2

( m )
3

3 2

3

3

2

2

( kN/m )( kN/m )( kN/m )
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１
：

０
．

４
５

１
：

０
．

５

１
：

０
．

６

1
:
0
.
0

1:
0
.
0

1
:
0.

0

現場打小型擁壁（ Ｈ ＝１ ． ０ ）

SGW16 SGW17 SGW19

図面番号

SGW

1-2-1( 2)

記 号

現場打小型擁壁（ Ｈ＝１ ． ０ ）

兵 庫 県

200 200 200

100

650

100 100

700

100 100

800

100

1
,
0
00

20
0

1
,
0
00

2
0
0

1
,
0
00

2
00

滑 動 安 全 率

載 荷 重

高 さ 比

盛 土 勾 配

裏 込 土 の 種 類

盛 土 高

擁 壁 高

土 砂

項 目 記号 数 値

H

h

C

1: N

h/H

q

Fs

記号

m

m

23

18

1. 5

δｃ ｋ

滑 動 摩 擦 係 数 μ 0. 6

0or 3. 5

単位体積重量
コ ンク リ ート

コ ン ク リ ート 設計基準強度

1
:
N
1

1:
N

ｑ ( 載荷重 ０ or ３ ． ５ ｋ Ｎ ／ｍ ２ ）

Ｈ Ｆ 算出点

Ｎ Ｆ

Ｍ

ｑ 1

設計条件

h
H

B/2 B/2

B

e

ｑ 2

Ｓ Ｇ Ｗ

断面形状番号

Ｈ Ｂ 型枠

( ｍ ) ( ｍ )

コ ンク リ ート

材料表

２ ． ０ ９ ７ ０ ． １ ７ ０

２ ． １ １ ８

２ ． １ ６ ６

０ ． １ ８ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ６ ５ ０ ． ４ ２ ５

０ ． ７ ０ ０ ． ４ ５ ０

０ ． ８ ０ ０ ． ５ ０ ０

Ｓ Ｇ Ｗ１ ６

Ｓ Ｇ Ｗ１ ７

Ｓ Ｇ Ｗ１ ９

１ ． ０ ０

１ ． ０ ０

１ ． ０ ０

Ｈ Ｃ Ｎ ｑ Ｂ Ｍ ｅＮ Ｉ

( 擁壁高)

( ｍ )

裏込め土

の種類
前面勾配 盛土勾配 高さ 比

載荷重

( ｍ ) ( kN) ( ｍ )

ｑ 1底版幅 鉛直力 水平力 モーメ ン ト 偏心距離 断面形

状番号

Ｎ Ｆ Ｈ Ｆ

ｑ 2

地盤反力度 Ｆ ｓ Ｓ Ｇ Ｗh/H

（ １ ｍ 当た り ）

( kN. m)
滑動安全率

寸法表

( kN)

Ｓ Ｇ Ｗ１ ６０ ． １ ０ ３ ４ ０ １ ２ ． ４ ６

１ ． ９ ９

１ ． ５ ４

Ｓ Ｇ Ｗ１ ６０ ． １ ０ ５

０ ． １ ０ ０

４ ４ １

５ １ ４

０ ． １ １ ０ ４ ０ １ ２ ． ３ １

１ ． ８ ６

１ ． ５ ６

０ ． １ １ ２

０ ． ０ ９ ６

４ ４ １

４ ７ ８

Ｓ Ｇ Ｗ１ ７

Ｓ Ｇ Ｗ１ ７

Ｓ Ｇ Ｗ１ ７

Ｓ Ｇ Ｗ１ ９

１ ． ０ ０

０ ． ０ ０

０ ． ０ ０

１ ． ０ ０

０ ． ０ ０

０ ． ０ ０

０ ． ０ ０ ０ ． ６ ５ ０ １ ３ ． ３

１ ４ ． ６

１ ９ ． ２

４ ． ３ ８

７ ． ４ ９

３ ． ５ ０ ０ ． ６ ５ ０

３ ． ２ ５ １ ． ３ ７

１ ． ５ ３

３ ． ５ ０ ０ ． ７ ０ ０ １ ． ９ ２

０ ． ０ ０ ０ ． ７ ０ ０ １ ４ ． ３

１ ５ ． ７

２ １ ． ９

５ ． ０ ６

８ ． ４ ４

３ ． ５ ０ ０ ． ７ ０ ０

１ ． ５ ７

１ ． ７ ６

３ ． ５ ０ ０ ． ８ ０ ０ ２ ． １ １

３ ． ７ ０

Ｃ １
水平

１ ． ５
０ ． ０

Ｃ ２
水平

１ ． ８

１ ． ０ ０

(
1
0
0
)

(
10

0
)

(
10

0
)

（ １ ｍ 当た り ）

基礎材

均し コ ン ク リ ート

０ ． ０ ８ ５

０ ． ０ ９ ０

０ ． １ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

１ ． 本図は、 １ ｍ当たり の設計であり 地震を考慮し ていない。

２ ． 中間の設計条件に対し ては、 直近上位のも のを使用する こ と 。

４ ． 水抜孔などの排水工は、 現場の状況に応じ て別途設計する こ と 。

５ ． 伸縮目地の間隔は１ ０ ｍ以下と する こ と 。

いる が、 基礎地盤の状況に応じ て別途検討し 、 材料、 敷厚及び数量を該当する

３ ． 基礎材は、 再生切込砕石と 均し コ ンク リ ート を使用し た場合の数量を記入し て

注

７ ． 前面に水田等が位置し 、 基礎砕石から の漏水が懸念さ れる よ う な遮水性を必要

と する 箇所には、 基礎砕石に替えて均し コ ンク リ ート （ t =10ｃ ｍ） を使用する 。

箇所に明記する こ と 。

６ ． 収縮目地( 施工目地) は、 擁壁前背面の両面に５ ｍ以下の間隔で、 深さ 約1. 5cm

のV字型の切り みぞを 付けた目地構造を標準と する 。

※( ) 内は均し コ ン ク リ ート 厚さ 。 注７ を参照する こ と 。

kN/m3

kN/m

N/mm

kN/m3

2

2

型枠( m )2

( m )
3基礎砕石( m )3( m )

2
( m )

3

( kN/m )( kN/m )
22

( kN/m )
2
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１
：

０
．

４
３

３

１
：

０
．

４
６

７

１
：

０
．

５

１
：

０
．

５
６

７

Ｓ Ｇ Ｗ４ ０
１ ． ０ ０ ０ ． ７ ３ ０ ． ５ １ ５ ２ ． ０ ８ ９

０ ． ９ ５ ０ ． ９ ３ ８ ３ ． １ ３ ５ ０ ． ２ ３ ０１ ． ５ ０

Ｓ Ｇ Ｗ４ １
１ ． ０ ０ ０ ． ７ ７ ０ ． ５ ３ ５ ２ ． １ ０ ５

１ ． ０ ０ ０ ． ９ ７ ５ ３ ． １ ５ ５ ０ ． ２ ４ ０１ ． ５ ０

Ｓ Ｇ Ｗ４ ２
１ ． ０ ５ １ ． ０ １ ３ ３ ． １ ７ ７ ０ ． ２ ５ ０１ ． ５ ０

１ ． ０ ０ ０ ． ８ ０ ０ ． ５ ５ ０ ２ ． １ １ ８ ０ ． ２ ０ ０

Ｓ Ｇ Ｗ４ ４
１ ． １ ５ １ ． ０ ８ ８ ３ ． ２ ２ ４ ０ ． ２ ７ ０１ ． ５ ０

１ ． ０ ０ ０ ． ８ ７ ０ ． ５ ８ ５ ２ ． １ ５ １

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ００ ． １ ８ ６

０ ． １ ９ ４

０ ． ２ １ ４

1
:
0
.
0

1
:
0
.
0

1
:
0
.
0

1
:
0
.
0

SGW40 SGW41 SGW42 SGW44

Ｈ Ｃ Ｎ ｑ Ｂ Ｍ ｅＮ Ｉ

( 擁壁高)

( ｍ )

裏込め土

の 種類
前面勾配 盛土勾配 高さ 比

載荷重

( ｍ ) ( kN) ( ｍ )

ｑ 1底版幅 鉛直力 水平力 モーメ ン ト 偏心距離 断面形

状番号

Ｎ Ｆ Ｈ Ｆ

ｑ 2

地盤反力度 Ｆ ｓ Ｓ Ｇ Ｗ

滑 動 安 全 率

載 荷 重

高 さ 比

盛 土 勾 配

裏 込 土 の 種 類

盛 土 高

擁 壁 高

土 砂

項 目 記号 数 値

H

h

C

1: N

h/H

q

Fs

記号

m

m

23

18

1. 5

δｃ ｋ

滑 動 摩 擦 係 数 μ 0. 6

h/H

（ １ ｍ 当た り ）

0or 3. 5

単位体積重量
コ ンク リ ート

コ ン ク リ ート 設計基準強度

( kN. m)
滑動安全率

1
:
N
1

1:
N

ｑ ( 載荷重 ０ or ３ ． ５ ｋ Ｎ ／ｍ ２ ）

Ｈ Ｆ 算出点

Ｎ Ｆ

Ｍ

ｑ 1

寸法表

設計条件

( kN)

h
H

B/2 B/2

B

e

ｑ 2

図面番号 1-2-1( 3)

記 号

現場打小型擁壁（ Ｈ＝１ ． ５ ）

兵 庫 県

SGW

断面形状番号

Ｓ Ｇ Ｗ

( ｍ )

Ｈ

( ｍ )

Ｂ コ ンク リ ート 型枠

材料表

水平

１ ． ５ １ ． ０ ０

０ ． ０ ０

０ ． ０ ０

水平

１ ． ８ １ ． ０ ０

０ ． ０ ０

０ ． ０ ０

０ ． ９ ５ ０ ２ ９ ． ３

３ １ ． １

４ ０ ． ７

８ ． ９ ４

１ ６ ． ２

０ ． １ ５ ５ ６ １ １ ２ ． ４ ２

２ ． ０ ９

１ ． ５ ０

０ ． １ ５ ８

０ ． １ ５ ９

０ ． ９ ５ ０

７ ． ２ ５ ４ ． ５ ３

４ ． ９ １ ６ ５ ０

１ ． ０ ０ ０ ６ ． ４ ７ ７ ９ ２

１ ． ０ ５ ０ ３ ２ ． １

３ ４ ． ２

４ ６ ． ５

１ ０ ． ４

１ ８ ． ４

０ ． １ ６ ５ ５ ９ ２ ２ ． ３ １

１ ． ９ ８

１ ． ５ ２

０ ． １ ６ ７

０ ． １ ５ ４

１ ． ０ ５ ０

５ ． ３ ０

５ ． ７ ３ ６ ４ １

１ ． １ ５ ０ ７ ． １ ８ ７ ３ ８

８ ． ３ ２

Ｓ Ｇ Ｗ４ ０

Ｓ Ｇ Ｗ４ １

Ｓ Ｇ Ｗ４ ２

Ｓ Ｇ Ｗ４ ２

Ｓ Ｇ Ｗ４ ４

０ ． ０ ０

３ ． ５ ０

３ ． ５ ０

０ ． ０ ０

３ ． ５ ０

３ ． ５ ０

Ｓ Ｇ Ｗ４ ０

０ ． ０１ ． ５ ０

Ｃ １

Ｃ ２

300 300 300 300

100

950

100 100

1, 000

100 100

1, 050

100 100

1, 150

100

1
,
5
00

2
0
0

1
,
5
00

2
0
0

1
,
5
00

2
0
0

1
,
5
00

2
0
0

(
1
0
0
)

(
1
0
0
)

(
1
0
0
)

(
1
0
0)

基礎材

（ １ ｍ 当た り ）

均し コ ンク リ ート

０ ． １ １ ５

０ ． １ ２ ０

０ ． １ ２ ５

０ ． １ ０ ０

０ ． １ ３ ５

０ ． ０ ９ ３

０ ． ０ ９ ７

０ ． １ ０ ７

１ ． 本図は、 １ ｍ当たり の設計であり 地震を考慮し ていない。

２ ． 中間の設計条件に対し ては、 直近上位のも のを使用する こ と 。

４ ． 水抜孔などの排水工は、 現場の状況に応じ て別途設計する こ と 。

５ ． 伸縮目地の間隔は１ ０ ｍ以下と する こ と 。

いる が、 基礎地盤の状況に応じ て別途検討し 、 材料、 敷厚及び数量を該当する

３ ． 基礎材は、 再生切込砕石と 均し コ ンク リ ート を使用し た場合の数量を記入し て

注

７ ． 前面に水田等が位置し 、 基礎砕石から の漏水が懸念さ れる よ う な遮水性を必要

と する 箇所には、 基礎砕石に替えて均し コ ンク リ ート （ t =10ｃ ｍ） を使用する 。

箇所に明記する こ と 。

６ ． 収縮目地( 施工目地) は、 擁壁前背面の両面に５ ｍ以下の間隔で、 深さ 約1. 5cm

のV字型の切り みぞを 付けた目地構造を標準と する 。

※( ) 内は均し コ ンク リ ート 厚さ 。 注７ を 参照する こ と 。

現場打小型擁壁（ Ｈ ＝１ ． ５ ）

kN/m

kN/m

N/mm

kN/m

3

3

2

2

( m )
3基礎砕石( m )3 型枠( m )

2
( m )

2
( m )

3

( kN/m )
2

( kN/m )
2

( kN/m )
2
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Ｓ Ｇ Ｗ６ ８

１ ． ０ ０ ０ ． ８ ０ ０ ． ５ ５ ０ ２ ． １ １ ８ ０ ． ２ ０ ０

１ ． ０ ５ １ ． ０ １ ３ ３ ． １ ７ ７ ０ ． ２ ５ ０１ ． ５ ０

２ ． ０ ０ １ ． ３ ０ １ ． ６ ０ ０ ４ ． ２ ３ ６ ０ ． ３ ０ ０

Ｓ Ｇ Ｗ６ ９

０ ． ８ ５ ０ ． ５ ７ ５ ２ ． １ ４ １ ０ ． ２ １ ０

１ ． １ ３ １ ． ０ ７ ３ ３ ． ２ １ ４

１ ． ４ ０ １ ． ７ ０ ０ ４ ． ２ ８ ３ ０ ． ３ ２ ０

Ｓ Ｇ Ｗ７ １

０ ． ９ ５ ０ ． ６ ２ ５ ２ ． １ ９ ３

１ ． ２ ８ １ ． １ ８ ５ ３ ． ２ ９ ２

１ ． ６ ０ １ ． ９ ０ ０ ４ ． ３ ８ ５ ０ ． ３ ６ ０

１ ． ０ ０

１ ． ５ ０

２ ． ０ ０

１ ． ０ ０

１ ． ５ ０

２ ． ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ６ ６

０ ． ２ ９ ６

０ ． ２ ３ ０

５ ２ ． ６

５ ５ ． ３

７ ７ ． ８

１ ５ ． ６

３ ０ ． ０

０ ． ２ １ ２ ８ ０ １ ２ ． ３ ８

２ ． １ ３

１ ． ５ ５

Ｓ Ｇ Ｗ６ ８

０ ． ２ ０ ０

１ ３ ． ３ １ １ ． １

１ １ ． ８ ８ ４ １

１ ５ ． ６ １ ０ ３ ８

５ ６ ． ３

５ ９ ． ４

８ ８ ． ３

１ ７ ． ８

３ ３ ． ６

０ ． ２ ２ ６ ７ ９ １ ２ ． ２ ５

２ ． ０ ０

１ ． ５ ８

０ ． ２ ２ ７

０ ． １ ９ ２

１ ２ ． ７

１ ３ ． ５ ８ ４ １

１ ７ ． ０ ９ ５ １ ５

Ｓ Ｇ Ｗ６ ８

Ｓ Ｇ Ｗ６ ９

Ｓ Ｇ Ｗ６ ９

Ｓ Ｇ Ｗ６ ９

Ｓ Ｇ Ｗ７ １

１ ５ ． ０

Ｃ １
水平

１ ． ５
０ ． ０

１ ． ０ ０

０ ． ０ ０

０ ． ０ ０

Ｃ ２
水平

１ ． ８ １ ． ０ ０

０ ． ０ ０

０ ． ０ ０

０ ． ０ ０

３ ． ５ ０

３ ． ５ ０

０ ． ０ ０

３ ． ５ ０

３ ． ５ ０

２ ． ０ ０

１ ． ３ ０ ０

１ ． ３ ０ ０

１ ． ４ ０ ０

１ ． ４ ０ ０

１ ． ４ ０ ０

１ ． ６ ０ ０

０ ． ２ １ ４

1
:0

.
0

1
:0

.
0

現場打小型擁壁（ Ｈ ＝２ ． ０ ）

１
：

０
．

５

１
：

０
．

６
５

SGW68 SGW69 SGW71

滑 動 安 全 率

載 荷 重

高 さ 比

盛 土 勾 配

裏 込 土 の 種 類

盛 土 高

擁 壁 高

土 砂

項 目 記号 数 値

H

h

C

1: N

h/H

q

Fs

記号

m

m

23

18

1. 5

δｃ ｋ

滑 動 摩 擦 係 数 μ 0. 6

0or 3. 5

単位体積重量
コ ン ク リ ート

コ ン ク リ ート 設計基準強度

1
:N

1

1:
N

ｑ ( 載荷重 ０ or ３ ． ５ ｋ Ｎ ／ｍ ２ ）

Ｈ Ｆ 算出点

Ｎ Ｆ

Ｍ

ｑ 1

設計条件

h
H

B/2 B/2

B

e

ｑ 2

Ｓ Ｇ Ｗ

断面形状番号

Ｈ Ｂ 型枠

( ｍ ) ( ｍ )

コ ン ク リ ート

材料表

Ｈ Ｃ Ｎ ｑ Ｂ Ｍ ｅＮ Ｉ

( 擁壁高)

( ｍ )

裏込め土

の 種類
前面勾配 盛土勾配 高さ 比

載荷重

( ｍ ) ( kN) ( ｍ )

ｑ 1底版幅 鉛直力 水平力 モーメ ン ト 偏心距離 断面形

状番号

Ｎ Ｆ Ｈ Ｆ

ｑ 2

地盤反力度 Ｆ ｓ Ｓ Ｇ Ｗh/H

（ １ ｍ 当た り ）

( kN. m)
滑動安全率

寸法表

( kN)

図面番号 1-2-1( 4)

記 号

現場打小型擁壁（ Ｈ＝２ ． ０ ）

兵 庫 県

SGW

300 300

100

1, 300

100 100

1, 600

100

2
,
0
0
0

2
0
0

2
,
0
0
0

2
0
0

(
1
0
0
)

(
10

0
)

1
:
0
.
0

１
：

０
．

５
５

300

100

1, 400

100

2
,
0
0
0

2
0
0

(
1
0
0
)

均し コ ンク リ ート

基礎材

（ １ ｍ 当た り ）

０ ． １ ０ ０

０ ． １ ２ ５

０ ． １ ５ ０

０ ． １ ０ ５

０ ． １ ６ ０

０ ． １ ８ ０

０ ． １ ３ ３

０ ． １ ４ ８

０ ． １ １ ５

１ ． 本図は、 １ ｍ当たり の設計であり 地震を考慮し ていない。

２ ． 中間の設計条件に対し ては、 直近上位のも のを使用する こ と 。

４ ． 水抜孔などの排水工は、 現場の状況に応じ て別途設計する こ と 。

５ ． 伸縮目地の間隔は１ ０ ｍ以下と する こ と 。

いる が、 基礎地盤の状況に応じ て別途検討し 、 材料、 敷厚及び数量を該当する

３ ． 基礎材は、 再生切込砕石と 均し コ ンク リ ート を使用し た場合の数量を記入し て

注

７ ． 前面に水田等が位置し 、 基礎砕石から の漏水が懸念さ れる よ う な遮水性を必要

と する 箇所には、 基礎砕石に替えて均し コ ンク リ ート （ t =10ｃ ｍ） を使用する 。

箇所に明記する こ と 。

６ ． 収縮目地( 施工目地) は、 擁壁前背面の両面に５ ｍ以下の間隔で、 深さ 約1. 5cm

のV字型の切り みぞを 付けた目地構造を標準と する 。

※( ) 内は均し コ ンク リ ート 厚さ 。 注７ を 参照する こ と 。

kN/m

kN/m

N/mm

kN/m

3

3

2

2

( m )
3 型枠( m )

2
基礎砕石( m )3( m )

3
( m )

2

( kN/m )( kN/m )
22

( kN/m )
2
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現場打小型擁壁（ Ｈ ＝０ ． ５ ）

１
：

０
．

０

１
：

０
．

１

１
：

０
．

２

１
：

０
．

４

SGW 4 0. 50 0. 25 0. 100 1. 010 0. 068

SGW 5 0. 50 0. 30 0. 113 1. 012 0. 075

SGW 6 0. 50 0. 35 0. 125 1. 020 0. 083

SGW4 SGW5 SGW6 SGW8

SGW 8 0. 50 0. 45 0. 150 1. 048 0. 098

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

0. 50

C1
水平

1. 5
0. 2

C2
水平

1. 8

0. 00 0. 00 0. 250 2. 54 0. 561 0. 011 0. 004 11 9 2. 72 SGW 4

0. 00 3. 50 0. 250 2. 71 0. 954 0. 055 0. 020 16 6 1. 71 SGW 4

1. 00 3. 50 0. 350 3. 94 1. 540 0. 106 0. 027 16 6 1. 54 SGW 6

0. 00 0. 00 0. 250 2. 54 0. 664 0. 028 0. 011 13 8 2. 30 SGW 4

0. 00 3. 50 0. 300 3. 20 1. 270 0. 101 0. 032 17 4 1. 52 SGW 5

1. 00 3. 50 0. 450 5. 22 1. 980 0. 122 0. 023 15 8 1. 58 SGW 8

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

滑 動 安 全 率

載 荷 重

高 さ 比

盛 土 勾 配

裏 込 土 の 種 類

盛 土 高

擁 壁 高

土 砂

項 目 記号 数 値

H

h

C

1: N

h/H

q

Fs

記号

m

m

23

18

1. 5

δｃ ｋ

滑 動 摩 擦 係 数 μ 0. 6

0or 3. 5

単位体積重量
コ ン ク リ ート

コ ン ク リ ート 設計基準強度

1
:
N
1

1:
N

ｑ ( 載荷重 ０ or ３ ． ５ ｋ Ｎ ／ｍ ２ ）

Ｈ Ｆ 算出点

Ｎ Ｆ

Ｍ

ｑ 1

設計条件

h
H

B/2 B/2

B

e

ｑ 2

図面番号 1-2-1( 5)

記 号

現場打小型擁壁（ Ｈ＝０ ． ５ ）

兵 庫 県

SGW

150 150 150 150

100

250

100 100

300

100 100

350

100 100

450

100

5
00

1
5
0

5
00

1
5
0

5
00

1
5
0

5
00

1
5
0

Ｈ Ｃ Ｎ ｑ Ｂ Ｍ ｅＮ Ｉ

( 擁壁高)

( ｍ )

裏込め 土

の種類
前面勾配 盛土勾配 高さ 比

載荷重

( ｍ ) ( kN) ( ｍ )

ｑ 1底版幅 鉛直力 水平力 モーメ ン ト 偏心距離 断面形

状番号

Ｎ Ｆ Ｈ Ｆ

ｑ 2

地盤反力度 Ｆ ｓ Ｓ Ｇ Ｗh/H

（ １ ｍ 当た り ）

( kN. m)
滑動安全率

寸法表

( kN)

材料表

Ｓ Ｇ Ｗ

断面形状番号

Ｈ Ｂ 型枠

( ｍ ) ( ｍ )

コ ン ク リ ート

(
1
0
0
)

(
1
0
0
)

(
1
0
0
)

(
1
0
0
)

（ １ ｍ 当た り ）

基礎材

均し コ ンク リ ート

0. 045

0. 050

0. 055

0. 065

１ ． 本図は、 １ ｍ当たり の設計であり 地震を考慮し ていない。

２ ． 中間の設計条件に対し ては、 直近上位のも のを使用する こ と 。

４ ． 水抜孔などの排水工は、 現場の状況に応じ て別途設計する こ と 。

５ ． 伸縮目地の間隔は１ ０ ｍ以下と する こ と 。

いる が、 基礎地盤の状況に応じ て別途検討し 、 材料、 敷厚及び数量を該当する

３ ． 基礎材は、 再生切込砕石と 均し コ ンク リ ート を使用し た場合の数量を記入し て

注

７ ． 前面に水田等が位置し 、 基礎砕石から の漏水が懸念さ れる よ う な遮水性を必要

と する 箇所には、 基礎砕石に替えて均し コ ンク リ ート （ t =10ｃ ｍ） を使用する 。

箇所に明記する こ と 。

６ ． 収縮目地( 施工目地) は、 擁壁前背面の両面に５ ｍ以下の間隔で、 深さ 約1. 5cm

のV字型の切り みぞを 付けた目地構造を標準と する 。

※( ) 内は均し コ ン ク リ ート 厚さ 。 注７ を参照する こ と 。

( kN/m )
2

( kN/m )
2

( kN/m )
2

( m )
3

( m )
2

基礎砕石( m )
3

( m )
3 型枠( m )2

kN/m

kN/m

N/mm

kN/m

3

3

2

2
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１
：

０
．

０

１
：

０
．

１
５

１
：

０
．

３
５

１
：

０
．

４
５

1. 00

C1
水平

1. 5
0. 2

C2
水平

1. 8

0. 00 0. 00 0. 400 7. 87 2. 24 0. 248 0. 031 29 10 2. 10 SGW20

SGW20 1. 00 0. 40 0. 300 2. 020 0. 120

0. 00 3. 50 0. 400 8. 21 3. 03 0. 442 0. 054 37 4 1. 63 SGW20

1. 00 3. 50 0. 750 17. 10 6. 73 0. 974 0. 057 33 12 1. 53 SGW24

0. 00 0. 00 0. 400 7. 87 2. 65 0. 385 0. 049 34 5 1. 78 SGW20

0. 00 3. 50 0. 550 10. 90 4. 16 0. 786 0. 072 35 4 1. 57 SGW22

1. 00 3. 50 0. 850 19. 60 7. 78 1. 110 0. 056 32 14 1. 52 SGW26

SGW22 1. 00 0. 55 0. 375 2. 031 0. 150

SGW24 1. 00 0. 75 0. 475 2. 079 0. 190

SGW20 SGW22 SGW24 SGW26

SGW26 1. 00 0. 85 0. 525 2. 116 0. 210

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

現場打小型擁壁（ Ｈ ＝１ ． ０ ）

Ｈ Ｃ Ｎ ｑ Ｂ Ｍ ｅＮ Ｉ

( 擁壁高)

( ｍ )

裏込め 土

の種類
前面勾配 盛土勾配 高さ 比

載荷重

( ｍ ) ( kN) ( ｍ )

ｑ 1底版幅 鉛直力 水平力 モーメ ン ト 偏心距離 断面形

状番号

Ｎ Ｆ Ｈ Ｆ

ｑ 2

地盤反力度 Ｆ ｓ Ｓ Ｇ Ｗ Ｓ Ｇ Ｗ

断面形状番号

Ｈ Ｂ 型枠

滑 動 安 全 率

載 荷 重

高 さ 比

盛 土 勾 配

裏 込 土 の 種 類

盛 土 高

擁 壁 高

土 砂

項 目 記号 数 値

H

h

C

1: N

h/H

q

Fs

記号

m

m

23

18

1. 5

δｃ ｋ

滑 動 摩 擦 係 数 μ 0. 6

h/H

（ １ ｍ 当た り ）

( ｍ ) ( ｍ )

0or 3. 5

単位体積重量
コ ンク リ ート

コ ン ク リ ート 設計基準強度

コ ン ク リ ート

( kN. m)
滑動安全率

1
:
N
1

1:
N

ｑ ( 載荷重 ０ or ３ ． ５ ｋ Ｎ ／ｍ ２ ）

Ｈ Ｆ 算出点

Ｎ Ｆ

Ｍ

ｑ 1

寸法表 材料表

設計条件

図面番号 1-2-1( 6)

記 号

現場打小型擁壁（ Ｈ＝１ ． ０ ）

兵 庫 県

( kN)

h
H

B/2 B/2

B

e

ｑ 2

SGW

200 200 200 200

100

400

100 100

550

100 100

750

100 100

850

100

1
,
0
0
0

2
0
0

1
,
0
0
0

2
0
0

1
,
0
0
0

2
0
0

1
,
0
0
0

2
0
0

(1
0
0
)

(1
0
0
)

(1
0
0
)

(1
0
0
)

（ １ ｍ 当た り ）

基礎材

均し コ ンク リ ート

0. 060

0. 075

0. 095

0. 105

１ ． 本図は、 １ ｍ当たり の設計であり 地震を考慮し ていない。

２ ． 中間の設計条件に対し ては、 直近上位のも のを使用する こ と 。

４ ． 水抜孔などの排水工は、 現場の状況に応じ て別途設計する こ と 。

５ ． 伸縮目地の間隔は１ ０ ｍ以下と する こ と 。

いる が、 基礎地盤の状況に応じ て別途検討し 、 材料、 敷厚及び数量を該当する

３ ． 基礎材は、 再生切込砕石と 均し コ ンク リ ート を使用し た場合の数量を記入し て

注

７ ． 前面に水田等が位置し 、 基礎砕石から の漏水が懸念さ れる よ う な遮水性を必要

と する 箇所には、 基礎砕石に替えて均し コ ンク リ ート （ t =10ｃ ｍ） を使用する 。

箇所に明記する こ と 。

６ ． 収縮目地( 施工目地) は、 擁壁前背面の両面に５ ｍ以下の間隔で、 深さ 約1. 5cm

のV字型の切り みぞを 付けた目地構造を標準と する 。

※( ) 内は均し コ ンク リ ート 厚さ 。 注７ を参照する こ と 。

kN/m

kN/m

N/mm

kN/m

3

3

2

2

型枠( m )
( m )

3
2

基礎砕石( m )
3( m )

3
( m )

2

( kN/m )
2

( kN/m )
2

( kN/m )
2
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現場打小型擁壁（ Ｈ ＝１ ． ５ ）

１
：

０
．

０

１
：

０
．

０
３

３

１
：

０
．

３
３

３

１
：

０
．

４
３

３

1. 50

C1
水平

1. 5
0. 2

C2
水平

1. 8

0. 00 0. 00 0. 600 17. 7 5. 05 0. 836 0. 047 43 16 2. 10 SGW46
SGW46

1. 00 0. 50 0. 400 2. 020 0. 140

0. 00 3. 50 0. 600 18. 2 6. 23 1. 270 0. 070 52 9 1. 75 SGW46

1. 00 3. 50 1. 100 37. 3 14. 70 3. 290 0. 088 50 18 1. 52 SGW51

0. 00 0. 00 0. 600 17. 7 5. 97 1. 300 0. 073 51 8 1. 78 SGW46

0. 00 3. 50 0. 650 19. 5 7. 69 1. 990 0. 102 58 2 1. 52 SGW47

1. 00 3. 50 1. 250 42. 9 17. 00 3. 800 0. 089 49 20 1. 51 SGW53

1. 50 0. 60 0. 675 3. 030 0. 160

SGW47
1. 00 0. 53 0. 415 2. 020 0. 146

SGW46 SGW47 SGW51 SGW53

1. 50 0. 65 0. 713 3. 031 0. 170

SGW51
1. 00 0. 83 0. 565 2. 073 0. 206

1. 50 1. 10 1. 050 3. 111 0. 260

SGW53
1. 00 0. 93 0. 615 2. 108 0. 226

1. 50 1. 25 1. 163 3. 164 0. 290

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

Ｈ Ｃ Ｎ ｑ Ｂ Ｍ ｅＮ Ｉ

( 擁壁高)

( ｍ )

裏込め 土

の種類
前面勾配 盛土勾配 高さ 比

載荷重

( ｍ ) ( kN) ( ｍ )

ｑ 1底版幅 鉛直力 水平力 モーメ ン ト 偏心距離 断面形

状番号

Ｎ Ｆ Ｈ Ｆ

ｑ 2

地盤反力度 Ｆ ｓ Ｓ Ｇ Ｗ

滑 動 安 全 率

載 荷 重

高 さ 比

盛 土 勾 配

裏 込 土 の 種 類

盛 土 高

擁 壁 高

土 砂

項 目 記号 数 値

H

h

C

1: N

h/H

q

Fs

記号

m

m

23

18

1. 5

δｃ ｋ

滑 動 摩 擦 係 数 μ 0. 6

h/H

（ １ ｍ 当た り ）

0or 3. 5

単位体積重量
コ ン ク リ ート

コ ン ク リ ート 設計基準強度

( kN. m)
滑動安全率

1
:
N
1

1:
N

ｑ ( 載荷重 ０ or ３ ． ５ ｋ Ｎ ／ｍ ２ ）

Ｈ Ｆ 算出点

Ｎ Ｆ

Ｍ

ｑ 1

寸法表

設計条件

図面番号 1-2-1( 7)

記 号

現場打小型擁壁（ Ｈ＝１ ． ５ ）

兵 庫 県

( kN)

h
H

B/2 B/2

B

e

ｑ 2

SGW

Ｓ Ｇ Ｗ

断面形状番号

Ｈ Ｂ 型枠

( ｍ ) ( ｍ )

コ ン ク リ ート

材料表

300 300 300 300

100

600

100 100

650

100 100

1, 100

100

100

1, 250

100

1
,
5
0
0

2
0
0

1
,
5
0
0

2
0
0

1
,
5
0
0

2
0
0

1
,
5
0
0

2
0
0

(
1
0
0
)

(
1
0
0)

(
1
0
0
)

(
1
0
0
)

均し コ ンク リ ート

基礎材

（ １ ｍ 当た り ）

0. 070

0. 080

0. 073

0. 085

0. 103

0. 130

0. 113

0. 145

１ ． 本図は、 １ ｍ当たり の設計であり 地震を考慮し ていない。

２ ． 中間の設計条件に対し ては、 直近上位のも のを使用する こ と 。

４ ． 水抜孔などの排水工は、 現場の状況に応じ て別途設計する こ と 。

５ ． 伸縮目地の間隔は１ ０ ｍ以下と する こ と 。

いる が、 基礎地盤の状況に応じ て別途検討し 、 材料、 敷厚及び数量を該当する

３ ． 基礎材は、 再生切込砕石と 均し コ ンク リ ート を使用し た場合の数量を記入し て

注

７ ． 前面に水田等が位置し 、 基礎砕石から の漏水が懸念さ れる よ う な遮水性を必要

箇所に明記する こ と 。

６ ． 収縮目地( 施工目地) は、 擁壁前背面の両面に５ ｍ以下の間隔で、 深さ 約1. 5cm

のV字型の切り みぞを 付けた目地構造を標準と する 。

と する 箇所には、 基礎砕石に替えて均し コ ンク リ ート （ t =10ｃ ｍ） を使用する 。

※( ) 内は均し コ ン ク リ ート 厚さ 。 注７ を参照する こ と 。

kN/m

kN/m

N/mm

kN/m

3

3

2

2

型枠( m )
2

( m )
3基礎砕石( m )3( m )

3
( m )

2

( kN/m )
2

( kN/m )
2

( kN/m )
2

-27-



１
：

０
．

０

１
：

０
．

０
５

１
：

０
．

１

１
：

０
．

１
５

１
：

０
．

４

１
：

０
．

５

SGW72 SGW73 SGW74 SGW75 SGW78 SGW80

SGW72

1. 00 0. 50 0. 400 2. 020 0. 140

SGW73

SGW74

SGW75

SGW78

SGW80

1. 50 0. 60 0. 675 3. 030 0. 160

2. 00 0. 70 1. 000 4. 040 0. 180

1. 00 0. 55 0. 425 2. 021 0. 150

1. 50 0. 68 0. 735 3. 032 0. 176

2. 00 0. 80 1. 100 4. 042 0. 200

1. 00 0. 60 0. 450 2. 025 0. 160

1. 50 0. 75 0. 788 3. 037 0. 190

2. 00 0. 90 1. 200 4. 050 0. 220

1. 00 0. 65 0. 475 2. 031 0. 170

1. 50 0. 83 0. 848 3. 047 0. 206

2. 00 1. 00 1. 300 4. 062 0. 240

1. 00 0. 90 0. 600 2. 097 0. 220

1. 50 1. 20 1. 125 3. 145 0. 280

2. 00 1. 50 1. 800 4. 194 0. 340

1. 00 1. 00 0. 650 2. 138 0. 240

1. 50 1. 35 1. 238 3. 207 0. 310

2. 00 1. 70 2. 000 4. 276 0. 380

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

0. 200

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

1
:
0
.
2

滑 動 安 全 率

載 荷 重

高 さ 比

盛 土 勾 配

裏 込 土 の 種 類

盛 土 高

擁 壁 高

土 砂

項 目 記号 数 値

H

h

C

1: N

h/H

q

Fs

記号

m

m

23

18

1. 5

δｃ ｋ

滑 動 摩 擦 係 数 μ 0. 6

0or 3. 5

単位体積重量
コ ンク リ ート

コ ン ク リ ート 設計基準強度

1
:N

1

1:
N

ｑ ( 載荷重 ０ or ３ ． ５ ｋ Ｎ ／ｍ ２ ）

Ｈ Ｆ 算出点

Ｎ Ｆ

Ｍ

ｑ 1

設計条件

図面番号 1-2-1( 8)

記 号

現場打小型擁壁（ Ｈ＝２ ． ０ ）

兵 庫 県

h
H

B/2 B/2

B

e

ｑ 2

SGW

Ｈ Ｃ Ｎ ｑ Ｂ Ｍ ｅＮ Ｉ

( 擁壁高)

( ｍ )

裏込め 土

の種類
前面勾配 盛土勾配 高さ 比

載荷重

( ｍ ) ( kN) ( ｍ )

ｑ 1底版幅 鉛直力 水平力 モーメ ン ト 偏心距離 断面形

状番号

Ｎ Ｆ Ｈ Ｆ

ｑ 2

地盤反力度 Ｆ ｓ Ｓ Ｇ Ｗh/H

（ １ ｍ 当た り ）

( kN. m)
滑動安全率

寸法表

( kN)

Ｓ Ｇ Ｗ

断面形状番号

Ｈ Ｂ 型枠

( ｍ ) ( ｍ )

コ ン ク リ ート

材料表

2. 00

C1
水平

1. 5
0. 2

C2
水平

1. 8

0. 00 0. 00 0. 700 26. 9 8. 98 2. 64 0. 098 71 6 1. 80 SGW72

0. 00 3. 50 0. 800 30. 8 11. 20 3. 83 0. 124 74 3 1. 65 SGW73

1. 00 3. 50 1. 500 68. 8 27. 30 8. 16 0. 119 68 24 1. 51 SGW78

0. 00 0. 00 0. 900 33. 2 11. 70 4. 47 0. 135 70 4 1. 71 SGW74

0. 00 3. 50 1. 000 37. 7 14. 40 5. 85 0. 155 73 3 1. 57 SGW75

1. 00 3. 50 1. 700 79. 0 31. 30 9. 07 0. 115 65 28 1. 52 SGW80

300 300 300 300 300 300

100

700

100 100

800

100 100

900

100 100

1000

100 100

1500

100 100

1700

100

2
0
0
0

2
0
0

2
0
0
0

20
0

2
0
0
0

2
00

2
0
0
0

2
0
0

2
0
0
0

2
0
0

2
0
0
0

2
00

(
1
0
0
)

(
1
0
0
)

(
1
0
0
)

(
1
0
0
)

(
1
0
0
)

基礎材

均し コ ンク リ ート

（ １ ｍ 当た り ）

0. 070

0. 080

0. 090

0. 075

0. 088

0. 100

0. 080

0. 095

0. 110

0. 085

0. 103

0. 120

0. 110

0. 140

0. 170

0. 120

0. 155

0. 190

(
1
0
0
)

１ ． 本図は、 １ ｍ当たり の設計であり 地震を考慮し ていない。

２ ． 中間の設計条件に対し ては、 直近上位のも のを 使用する こ と 。

４ ． 水抜孔など の排水工は、 現場の状況に応じ て別途設計する こ と 。

５ ． 伸縮目地の間隔は１ ０ ｍ以下と する こ と 。

いる が、 基礎地盤の状況に応じ て別途検討し 、 材料、 敷厚及び数量を該当する

３ ． 基礎材は、 再生切込砕石と 均し コ ンク リ ート を使用し た場合の数量を記入し て

注

７ ． 前面に水田等が位置し 、 基礎砕石から の漏水が懸念さ れる よ う な遮水性を 必要

と する 箇所には、 基礎砕石に替えて均し コ ンク リ ート （ t =10ｃ ｍ） を 使用する 。

箇所に明記する こ と 。

６ ． 収縮目地( 施工目地) は、 擁壁前背面の両面に５ ｍ以下の間隔で、 深さ 約1. 5cm

のV字型の切り みぞを付けた目地構造を標準と する 。

※( ) 内は均し コ ン ク リ ート 厚さ 。 注７ を参照する こ と 。

現場打小型擁壁（ Ｈ ＝２ ． ０ ）

kN/m

kN/m

N/mm

kN/m

3

3

2

2

型枠( m )
2

( m )
3基礎砕石( m )3( m )

3
( m )

2

( kN/m )
2

( kN/m )
2

( kN/m )
2
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Ｇ Ｗ３

Ｇ Ｗ３

Ｇ Ｗ３

Ｇ Ｗ３

０ ． ０１ ． ０ ０

Ｃ １
１ ． ５

０ ． ５ ０

０ ． ０ ０

０ ． ２ ５

０ ． ０ ０

０ ． ７ ５

１ ． ０ ０

０ ． ６ ０ ０

０ ． ６ ０ ０

０ ． ７ ０ ０

０ ． ７ ０ ０

０ ． ７ ０ ０

０ ． ７ ０ ０

水平

１ ． ８
０ ． ５ ０

０ ． ２ ５

０ ． ７ ５

０ ． ８ ０ ０

０ ． ８ ０ ０

０ ． ８ ０ ０

１ ． ０ ０ ０ ． ８ ０ ０

Ｃ ２

水平

1
:
0
.
0

1
:
0
.
0

1
:0

.
0

現場打擁壁（ Ｈ ＝１ ． ０ ）

GW1 GW2 GW3

滑 動 安 全 率

高 さ 比

盛 土 勾 配

裏 込 土 の 種 類

盛 土 高

擁 壁 高

土 砂

項 目 記号 数 値

H

h

C

1: N

h/H

Fs

記号

m

m

23

18

1. 5

δｃ ｋ

滑 動 摩 擦 係 数 μ 0. 6

単位体積重量
コ ンク リ ート

コ ン ク リ ート 設計基準強度

1
:
N
1

1:
N

ｑ ( 載荷重 １ ０ ｋ Ｎ ／ｍ ２ ）

Ｈ Ｆ 算出点

Ｎ Ｆ

Ｍ

ｑ 1

設計条件

図面番号 1-2-2( 1)

記 号

現場打擁壁（ Ｈ＝１ ． ０ ）

兵 庫 県

h
H

B/2 B/2

B

e

ｑ 2

GW

Ｈ Ｃ Ｎ Ｂ Ｍ ｅＮ Ｉ

( 擁壁高)

( ｍ )

裏込め土

の 種類
前面勾配 盛土勾配 高さ 比

( ｍ ) ( kN) ( ｍ )

ｑ 1底版幅 鉛直力 水平力 モーメ ン ト 偏心距離 断面形

状番号

Ｎ Ｆ Ｈ Ｆ

ｑ 2

地盤反力度 Ｆ ｓ Ｓ Ｇ Ｗh/H

（ １ ｍ 当た り ）

( kN. m)
滑動安全率

寸法表

( kN)

Ｓ Ｇ Ｗ

断面形状番号

Ｈ Ｂ 型枠

( ｍ ) ( ｍ )

コ ンク リ ート

材料表

400 400 400

100

600

100 100

700

100 100

800

100

1
,
0
00

2
0
0

1
,
0
00

2
0
0

1
,
0
00

2
0
0

(
10

0
)

(
10

0
)

(
1
0
0)

基礎材

（ １ ｍ 当た り ）

均し コ ン ク リ ート

０ ． ０ ８ ０

０ ． ０ ９ ０

０ ． １ ０ ０

１ ． 本図は、 １ ｍ当たり の設計であり 地震を考慮し ていない。

２ ． 中間の設計条件に対し ては、 直近上位のも のを使用する こ と 。

４ ． 水抜孔などの排水工は、 現場の状況に応じ て別途設計する こ と 。

５ ． 伸縮目地の間隔は１ ０ ｍ以下と する こ と 。

いる が、 基礎地盤の状況に応じ て別途検討し 、 材料、 敷厚及び数量を該当する

３ ． 基礎材は、 再生切込砕石と 均し コ ンク リ ート を使用し た場合の数量を記入し て

注

７ ． 前面に水田等が位置し 、 基礎砕石から の漏水が懸念さ れる よ う な遮水性を必要

と する 箇所には、 基礎砕石に替えて均し コ ンク リ ート （ t =10ｃ ｍ） を使用する 。

箇所に明記する こ と 。

６ ． 収縮目地( 施工目地) は、 擁壁前背面の両面に５ ｍ以下の間隔で、 深さ 約1. 5cm

のV字型の切り みぞを 付けた目地構造を標準と する 。

※( ) 内は均し コ ンク リ ート 厚さ 。 注７ を参照する こ と 。

kN/m

kN/m

3

3

N/mm2

型枠( m )
2

( m )
3基礎砕石( m )

3
( m )

2
( m )

3

( kN/m )
2

( kN/m )
2
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Ｇ Ｗ１ ５

Ｇ Ｗ１ ６

Ｇ Ｗ１ ６

Ｇ Ｗ１ ６

Ｇ Ｗ１ ５

Ｃ １
１ ． ５

０ ． ０

０ ． ５ ０

０ ． ０ ０

０ ． ２ ５

０ ． ０ ０

０ ． ７ ５

１ ． ０ ０

１ ． ４ ０ ０ ６ ５ ． ０

６ ９ ． ８

７ ３ ． ３

２ ３ ． ９

２ ６ ． ８

１ ． ４ ０ ０

１ ９ ． ９ １ ３ ． ０

１ ４ ． ０

１ ． ４ ０ ０ １ ４ ． ６

１ ． ４ ０ ０ ７ ５ ． ８

７ ７ ． ８

６ ５ ． ２

３ ０ ． ６

２ ２ ． ６

１ ． ４ ０ ０

１ ５ ． １

１ ５ ． ５

１ ． ４ ０ ０ １ ４ ． ７
２ ． ０ ０

２ ９ ． ０

水平

１ ． ８
０ ． ５ ０

０ ． ２ ５

０ ． ７ ５

６ ９ ． ４

８ ３ ． ７

２ ６ ． ５

３ ０ ． ６

１ ． ４ ０ ０ １ ５ ． ８

１ ． ６ ０ ０ １ ６ ． ３

１ ． ６ ０ ０ ８ ６ ． ５ １ ６ ． ７３ ２ ． ９

１ ． ０ ０ ８ ８ ． ６ ３ ４ ． ５１ ． ６ ０ ０ １ ７ ． ０

Ｃ ２

水平

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ２ ６

０ ． １ ９ ５

０ ． １ ９ ３

０ ． ２ ２ ８

０ ． １ ９ ２

滑 動 安 全 率

高 さ 比

盛 土 勾 配

裏 込 土 の 種 類

盛 土 高

擁 壁 高

土 砂

項 目 記号 数 値

H

h

C

1: N

h/H

Fs

記号

m

m

23

18

1. 5

δｃ ｋ

滑 動 摩 擦 係 数 μ 0. 6

単位体積重量
コ ンク リ ート

コ ン ク リ ート 設計基準強度

1
:
N
1

1:
N

ｑ ( 載荷重 １ ０ ｋ Ｎ ／ｍ ２ ）

Ｈ Ｆ 算出点

Ｎ Ｆ

Ｍ

ｑ 1

設計条件

図面番号 1-2-2( 2)

記 号

現場打擁壁（ Ｈ＝２ ． ０ ）

兵 庫 県

h
H

B/2 B/2

B

e

ｑ 2

GW

Ｈ Ｃ Ｎ Ｂ Ｍ ｅＮ Ｉ

( 擁壁高)

( ｍ )

裏込め土

の 種類
前面勾配 盛土勾配 高さ 比

( ｍ ) ( kN) ( ｍ )

ｑ 1底版幅 鉛直力 水平力 モーメ ン ト 偏心距離 断面形

状番号

Ｎ Ｆ Ｈ Ｆ

ｑ 2

地盤反力度 Ｆ ｓ Ｓ Ｇ Ｗh/H

（ １ ｍ 当た り ）

( kN. m)
滑動安全率

寸法表

( kN)

Ｓ Ｇ Ｗ

断面形状番号

Ｈ Ｂ 型枠

( ｍ ) ( ｍ )

コ ン ク リ ート

材料表

400 400

100

1, 400

100 100

1, 600

100

2
,0

0
0

2
0
0

2
,0

0
0

2
0
0

(1
0
0
)

(1
0
0
)

均し コ ン ク リ ート

基礎材

（ １ ｍ 当た り ）

０ ． １ １ ０

０ ． １ ３ ５

０ ． １ ６ ０

０ ． １ ２ ０

０ ． １ ５ ０

０ ． １ ８ ０

１ ． 本図は、 １ ｍ当たり の設計であり 地震を考慮し ていない。

２ ． 中間の設計条件に対し ては、 直近上位のも のを使用する こ と 。

４ ． 水抜孔などの排水工は、 現場の状況に応じ て別途設計する こ と 。

５ ． 伸縮目地の間隔は１ ０ ｍ以下と する こ と 。

いる が、 基礎地盤の状況に応じ て別途検討し 、 材料、 敷厚及び数量を該当する

３ ． 基礎材は、 再生切込砕石と 均し コ ンク リ ート を使用し た場合の数量を記入し て

注

７ ． 前面に水田等が位置し 、 基礎砕石から の漏水が懸念さ れる よ う な遮水性を必要

と する 箇所には、 基礎砕石に替えて均し コ ンク リ ート （ t =10ｃ ｍ） を使用する 。

箇所に明記する こ と 。

６ ． 収縮目地( 施工目地) は、 擁壁前背面の両面に５ ｍ以下の間隔で、 深さ 約1. 5cm

のV字型の切り みぞを 付けた目地構造を標準と する 。

※( ) 内は均し コ ンク リ ート 厚さ 。 注７ を参照する こ と 。

現場打擁壁（ Ｈ ＝２ ． ０ ）

kN/m

kN/m

3

3

N/mm2

型枠( m )
2

( m )
3基礎砕石( m )

3
( m )

3
( m )

2

( kN/m )
2

( kN/m )
2
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１
：

０
．

５
３

３

１
：

０
．

６

１
：

０
．

６
６

７

１ ． ０ ０ ０ ． ９ ３ ０ ． ６ ６ ５ ２ ． １ ３ ２ ０ ． ２ ２ ６

１ ． ５ ０ １ ． ２ ０ １ ． ２ ０ ０ ３ ． ２ ０ ０

２ ． ０ ０ １ ． ４ ７ １ ． ８ ７ ０ ４ ． ２ ６ ８

０ ． ２ ８ ０

０ ． ３ ３ ４

３ ． ０ ０ ２ ． ０ ０ ３ ． ６ ０ ０ ６ ． ４ ０ ０

２ ． ５ ０ １ ． ７ ３ ２ ． ６ ６ ３ ５ ． ３ ３ ２ ０ ． ３ ８ ６

１ ． ０ ０ １ ． ０ ０ ０ ． ７ ０ ０ ２ ． １ ６ ８

０ ． ４ ４ ０

０ ． ２ ４ ０

２ ． ０ ０ １ ． ６ ０ ２ ． ０ ０ ０ ４ ． ３ ３ ２

１ ． ５ ０ １ ． ３ ０ １ ． ２ ７ ５ ３ ． ２ ４ ９ ０ ． ３ ０ ０

２ ． ５ ０ １ ． ９ ０ ２ ． ８ ７ ５ ５ ． ４ １ ５

０ ． ３ ６ ０

０ ． ４ ２ ０

３ ． ０ ０ ２ ． ２ ０ ３ ． ９ ０ ０ ６ ． ４ ９ ９ ０ ． ４ ８ ０

２ ． ０ ０ １ ． ７ ３ ２ ． １ ３ ０ ４ ． ４ ０ ２

１ ． ５ ０ １ ． ４ ０ １ ． ３ ５ ０ ３ ． ３ ０ ３

２ ． ５ ０ ２ ． ０ ７ ３ ． ０ ８ ８ ５ ． ５ ０ ６

１ ． ０ ０ １ ． ０ ７ ０ ． ７ ３ ５ ２ ． ２ ０ ４ ０ ． ２ ５ ４

０ ． ３ ２ ０

０ ． ３ ８ ６

０ ． ４ ５ ４

３ ． ０ ０ ２ ． ４ ０ ４ ． ２ ０ ０ ６ ． ６ ０ ６ ０ ． ５ ２ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

０ ． ２ ０ ０

Ｇ Ｗ ３ ５

Ｇ Ｗ ３ ６

Ｇ Ｗ ３ ７

０ ． ５ ０

０ ． ０ ０

０ ． ２ ５

０ ． ０ ０

０ ． ７ ５

１ ． ０ ０

２ ． ０ ０ ０ １ ３ ３

１ ４ ６

１ ５ ６

５ ０ ． ８

５ ８ ． ５

０ ． ３ １ ９ １ ３ ０ ３ １ ． ９ ９

１ ． ７ ３

１ ． ６ ０

０ ． ３ ２ ０

０ ． ３ ２ １

２ ． ０ ０ ０

４ ０ ． ３ ４ ２ ． ５

４ ６ ． ８ １ ４ ３ ３

２ ． ０ ０ ０ ５ ０ ． ０ １ ５ ３ ３

２ ． ０ ０ ０ １ ６ ３

１ ８ ９

１ ４ ７

７ １ ． １

４ ６ ． ３

０ ． ３ ２ １ １ ６ ０ ３ １ ． ５ ３

１ ． ５ ９

１ ． ９ ０

０ ． ２ ７ ９

０ ． ３ ３ ２

２ ． ２ ０ ０

５ ２ ． ４

５ ２ ． ７ １ ５ １ ２ ０

２ ． ２ ０ ０ ４ ８ ． ８ １ ２ ７ ６

Ｇ Ｗ３ ５

６ ４ ． ２

Ｇ Ｗ３ ５

Ｇ Ｗ３ ５

Ｇ Ｗ３ ５

Ｇ Ｗ３ ６

Ｇ Ｗ３ ６

０ ． ５ ０

０ ． ２ ５

０ ． ７ ５

１ ６ １

１ ７ １

５ ７ ． ５

６ ５ ． ５

１ ． ６ ８

１ ． ５ ６０ ． ３ ２ ９

２ ． ２ ０ ０ ５ ３ ． １ １ ３ ９ ７

２ ． ２ ０ ０ ５ ６ ． ２ １ ４ ７ ８

２ ． ４ ０ ０ １ ９ ６ ０ ． ２ ９ ０ １ ４ １ ２ ３ １ ． ６ １５ ６ ． ９７ ３ ． ３

１ ． ０ ０

０ ． ３ ３ １

２ ０ ３ ７ ８ ． ０ １ ． ５ ６０ ． ２ ８ ７２ ． ４ ０ ０ ５ ８ ． ２ １ ４ ５ ２ ４

Ｇ Ｗ３ ６

Ｇ Ｗ３ ６

Ｇ Ｗ３ ７

Ｇ Ｗ３ ７

Ｃ １
１ ． ５

０ ． ０３ ． ０ ０

水平

１ ． ８
Ｃ ２

水平

1
:
0
.
0

1
:
0
.
0

1
:
0
.
0

GW35 GW36 GW37

滑 動 安 全 率

高 さ 比

盛 土 勾 配

裏 込 土 の 種 類

盛 土 高

擁 壁 高

土 砂

項 目 記号 数 値

H

h

C

1: N

h/H

Fs

記号

m

m

23

18

1. 5

δｃ ｋ

滑 動 摩 擦 係 数 μ 0. 6

単位体積重量
コ ン ク リ ート

コ ン ク リ ート 設計基準強度

1
:
N
1

1:
N

ｑ ( 載荷重 １ ０ ｋ Ｎ ／ｍ ２ ）

Ｈ Ｆ 算出点

Ｎ Ｆ

Ｍ

ｑ 1

設計条件

図面番号 1-2-2( 3)

記 号

現場打擁壁（ Ｈ＝３ ． ０ ）

兵 庫 県

h
H

B/2 B/2

B

e

ｑ 2

GW

Ｈ Ｃ Ｎ Ｂ Ｍ ｅＮ Ｉ

( 擁壁高)

( ｍ )

裏込め土

の 種類
前面勾配 盛土勾配 高さ 比

( ｍ ) ( kN) ( ｍ )

ｑ 1底版幅 鉛直力 水平力 モーメ ン ト 偏心距離 断面形

状番号

Ｎ Ｆ Ｈ Ｆ

ｑ 2

地盤反力度 Ｆ ｓ Ｓ Ｇ Ｗh/H

（ １ ｍ 当た り ）

( kN. m)
滑動安全率

寸法表

( kN)

断面形状番号

Ｈ Ｂ 型枠

( ｍ ) ( ｍ )

コ ン ク リ ート

材料表

400 400 400

100

2, 000

100 100

2, 200

100 100

2, 400

100

3
,
0
00

2
0
0

3
,
0
00

2
0
0

3
,
0
00

2
00

(
1
0
0
)

(
1
0
0
)

(
1
0
0
)

基礎材

均し コ ン ク リ ート

（ １ ｍ 当た り ）

０ ． １ １ ３

０ ． １ ４ ０

０ ． １ ６ ７

０ ． １ ９ ３

０ ． ２ ２ ０

０ ． １ ２ ０

０ ． １ ５ ０

０ ． １ ８ ０

０ ． ２ １ ０

０ ． ２ ４ ０

０ ． １ ２ ７

０ ． １ ６ ０

０ ． １ ９ ３

０ ． ２ ２ ７

０ ． ２ ６ ０

１ ． 本図は、 １ ｍ当たり の設計であり 地震を考慮し ていない。

２ ． 中間の設計条件に対し ては、 直近上位のも のを 使用する こ と 。

４ ． 水抜孔などの排水工は、 現場の状況に応じ て別途設計する こ と 。

５ ． 伸縮目地の間隔は１ ０ ｍ以下と する こ と 。

いる が、 基礎地盤の状況に応じ て別途検討し 、 材料、 敷厚及び数量を 該当する

３ ． 基礎材は、 再生切込砕石と 均し コ ン ク リ ート を 使用し た場合の数量を記入し て

注

７ ． 前面に水田等が位置し 、 基礎砕石から の漏水が懸念さ れる よ う な遮水性を 必要

と する 箇所には、 基礎砕石に替えて均し コ ンク リ ート （ t=10ｃ ｍ） を使用する 。

箇所に明記する こ と 。

６ ． 収縮目地( 施工目地) は、 擁壁前背面の両面に５ ｍ以下の間隔で、 深さ 約1. 5cm

のV字型の切り みぞを付けた目地構造を 標準と する 。

※( ) 内は均し コ ンク リ ート 厚さ 。 注７ を参照する こ と 。

現場打擁壁（ Ｈ ＝３ ． ０ ）

kN/m

kN/m

3

3

N/mm
2

型枠( m )
2

( m )
3基礎砕石( m )

3
( m )

3
( m )

2

( kN/m )
2

( kN/m )
2
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１
：

０
．

２

１
：

０
．

０

記 号

材料表（ １ ０ ｍ 当た り ）寸法表（ mm）

摘 要

Ｈ
型枠

ｈ 1 ｂ 1 ｂ 2

２ ５ ０

３ ０ ０ １ ２ ０

１ ８ ０

２ ２ ０

０ ． ５ ６

０ ． ８ ５

８ ． １

１ ０ ． １

１ ０ ０Ｋ －１ ０ １

Ｋ －１ ０ ２

４ ０ ０

５ ０ ０

コ ン ク リ ート

K102型を 使用

Ｋ １ ０ １ 型を 使用

現場打鍬止擁壁

寸法およ び材料表

[ 現場打仕様]

２ ． 型 枠 小型構造物

１ . コ ンク リ ート １ ８ －１ ２ －２ ０ Ｂ Ｂ

図面番号 1-2-3

記 号

現場打鍬止擁壁

兵 庫 県

K101、 K102

b1

b2

H

h
1

( m )
3

( m )
2
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